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●
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
目
標
８

二
○
○
○
年
に
国
連
総
会
に
お
い
て
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
（M

illennium
 D

evelopm
ent G

oals

＝
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
掲
げ
ら
れ
、
目
標
達
成
へ
の
努

力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
は

八
つ
の
目
標
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
１
か
ら
７

ま
で
は
、
貧
困
の
様
々
な
側
面
が
示
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
①
貧
困
と
飢
餓
、
②
初
等
教
育
、

③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
と
女
性
の
地
位
向
上
、
④

幼
児
死
亡
率
、
⑤
妊
産
婦
の
健
康
、
⑥
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
等
の
疾
病
、
⑦
環
境
、
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
発
展
途
上
国
は
こ
れ
ら
の
目
標

を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
達
成
す
る
方
途
を
、

貧
困
削
減
戦
略
書
（Poverty R

eduction Strategy 

Paper

＝
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
）
に
盛
り
込
み
、
実
行
に
移

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
世
界
が
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
発
展
途
上
国
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

そ
れ
を
取
り
巻
く
先
進
国
、
国
際
機
関
お
よ
び
先

進
国
企
業
や
市
民
社
会
が
こ
の
国
際
目
標
に
向
け

て
尽
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
強

調
す
る
た
め
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
八
つ
目

は
「
開
発
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
推
進
」
と
題
さ
れ
、
先
進
国
が
協
調
・

協
力
し
て
取
り
組
む
べ
き
責
務
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
貿
易
・
金
融
シ

ス
テ
ム
、
最
貧
国
・
内
陸
国
・
小
島
嶼
開
発
途
上

国
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
、
債
務
問
題
、
若
者
の
雇
用
、

必
須
医
薬
品
、
情
報
・
通
信
技
術
で
あ
る
。

●
先
進
国
の
貢
献
度

今
日
、
公
共
部
門
の
運
営
に
は
成
果
主
義
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
国
際

協
力
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
特
に
開
発
援
助
を

受
け
る
側
の
発
展
途
上
国
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ

Ｐ
に
お
い
て
目
標
と
そ
れ
を
達
成
す
る
方
法
を
明

示
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
監
視
さ
れ
、
終
点
を
迎

え
た
暁
に
は
、
目
標
達
成
度
を
評
価
し
、
そ
の
評

価
が
高
け
れ
ば
そ
の
目
標
と
達
成
方
法
が
肯
定
さ

れ
て
、
次
な
る
開
発
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
が

認
め
ら
れ
や
す
く
な
る
、
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
先
進
国

側
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
へ
の
関
与
に
は
こ
の

よ
う
な
、
計
画
、
遂
行
、
監
視
、
評
価
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
二
○
○
三
年
に
ア
メ
リ
カ
のC

enter 

for G
lobal D

evelopm
ent （

Ｃ
Ｇ
Ｄ
）
と
い
う
研
究

所
が
開
発
貢
献
度
指
標
（C

om
m

itm
ent to D

e-

velopm
ent Index

＝
Ｃ
Ｄ
Ｉ
）
と
呼
ば
れ
る
指
標

を
作
成
し
、
そ
れ
以
降
毎
年
、
援
助
、
投
資
、
移

民
、
環
境
、
安
全
保
障
、
技
術
、
貿
易
と
い
っ
た

観
点
か
ら
先
進
二
一
カ
国
の
「
開
発
貢
献
度
」
を

評
価
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
指
標
が

日
本
の
「
開
発
貢
献
度
」
を
三
年
連
続
で
二
一
カ

国
中
最
下
位
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
援

助
額
で
世
界
最
大
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
日
本
が
、

援
助
に
関
し
て
も
低
い
評
価
に
止
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
援
助
額
そ
の
も
の
で
は
な
く

援
助
額
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
融
資
に
つ
い
て
は
融
資
額
マ
イ
ナ
ス
返
済
額

が
純
援
助
額
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と

等
に
よ
る
。
こ
の
指
標
は
、
国
際
的
に
高
い
信
頼

を
得
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、
毎
年

発
表
さ
れ
る
た
びE

con
om

ist

な
ど
世
界
の
主
要

誌
が
取
り
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
影
響
力
を

持
っ
て
い
る
と
言
え
る
（
詳
し
く
は
Ｃ
Ｄ
Ｉ
の
ウ

ェ
ブ
・
サ
イ
トhttp://w

w
w

.cgdev.org/ section/

initiatives/_active/cdi

や
小
浜
裕
久
・
澤
田
康
幸

「『
先
進
国
の
開
発
貢
献
度
指
標
』
の
順
位
付
け

を
め
ぐ
っ
て
」〔『
世
界
経
済
評
論
』
二
○
○
三
年

特
集
に
あ
た
っ
て
│
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
期
待

特集／貧困削減─先進国に向けられる目

山
形
辰
史

特
集
特
集
／
貧
困
削
減
│
先
進
国
に
向
け
ら
れ
る
目
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七
月
号
掲
載
〕
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
）。

Ｃ
Ｄ
Ｉ
の
公
表
を
き
っ
か
け
に
、
先
進
国
の
政

策
が
発
展
途
上
国
の
人
々
の
生
活
水
準
の
向
上
に

整
合
的
で
あ
る
か
ど
う
か
（
こ
れ
は
「
政
策
一
貫

性
」〔policy coherence

〕
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

に
大
き
な
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
国
際
協
力
銀
行
で
は
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
研
究
会
を
組
織
し
、『
地
域
経
済
ア
プ
ロ
ー
チ

を
踏
ま
え
た
政
策
の
一
貫
性
分
析
│
東
ア
ジ
ア
の

経
験
と
他
ド
ナ
ー
の
政
策
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

レ
ポ
ー
ト
（http://w

w
w.jbic.go.jp/japanese/research/ 

pcd/index.php

）
を
発
表
し
て
い
る
。

ま
た
二
○
○
五
年
一
月
に
は
、
国
連
事
務
総
長

か
ら
委
託
を
受
け
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
Ｊ
・
サ
ッ
ク
ス
教
授
が
『
開
発
へ
の
投
資
│

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
達
成
の
た
め
の
実
践
的
計

画
』
と
題
す
る
報
告
書
を
発
表
し
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

こ
れ
ま
で
の
達
成
度
を
評
価
す
る
と
同
時
に
、
い

く
つ
か
の
提
言
を
行
っ
た
（http://w

w
w

.unm
ille

nnium
project.org/reports/index.htm

）。
そ
の
中

で
は
先
進
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
所
得
の
○
・
七

％
を
発
展
途
上
国
へ
の
援
助
に
振
り
向
け
る
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
。
サ
ッ
ク
ス
は
同
レ
ポ
ー
ト
発

表
直
後
に
出
版
さ
れ
た
自
著
、The E

n
d of Pov-

erty

の
中
で
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
増
額
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
る
。

●
本
特
集
の
構
成

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
、
先
進

国
が
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
て
き
た
か
、
ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
の
国
際
世
論
の
目
が
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
本
特
集
で
は
、
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
に
、
先
進
国
が
な
す
べ
き
こ
と

に
つ
い
て
の
現
状
把
握
と
将
来
展
望
を
行
う
。
取

り
上
げ
る
ト
ピ
ッ
ク
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
８
の
中

に
明
示
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
政
府
開
発

援
助
の
増
額
と
効
率
化
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
13
の
③
）、

重
債
務
貧
困
国
（H

ighly Indebted Poor C
oun-

tries

＝
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
ｓ
）
の
債
務
削
減
（
タ
ー
ゲ
ッ

ト
13
の
②
）、
最
貧
国
か
ら
の
輸
入
に
対
す
る
自

由
化
措
置
と
優
遇
措
置
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
12
と
13
の

①
）
お
よ
び
必
須
医
薬
品
の
供
給
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト

15
）
で
あ
る
。
ま
た
、
最
貧
国
か
ら
の
輸
入
に
対

す
る
自
由
化
措
置
の
中
で
、
二
○
○
五
年
一
月
一

日
よ
り
実
施
さ
れ
、
そ
の
効
果
が
関
心
を
集
め
て

い
る
衣
類
を
含
む
繊
維
製
品
の
貿
易
自
由
化
に
つ

い
て
、
そ
の
影
響
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
環
境

問
題
の
中
で
も
先
進
国
の
責
任
の
重
い
地
球
温
暖

化
防
止
へ
の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て
も
取
り

上
げ
る
。

政
府
開
発
援
助
は
近
年
、
量
的
拡
大
の
み
な
ら

ず
、
質
的
向
上
も
指
向
さ
れ
て
い
る
。
質
的
向
上

と
い
う
面
で
の
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
援
助
受

入
国
政
府
お
よ
び
ド
ナ
ー
間
の
意
見
調
整
と
役
割

分
担
の
中
か
ら
、
援
助
効
果
を
最
大
化
し
よ
う
と

い
う
試
み
が
世
界
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
方
向
性
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

重
債
務
貧
困
国
の
債
務
削
減
は
、
債
務
負
担
が

重
く
な
り
過
ぎ
て
、
返
済
も
で
き
な
い
う
え
に
貧

困
削
減
の
た
め
の
支
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
国
に
と

っ
て
必
須
の
措
置
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
債
務

削
減
だ
け
で
貧
困
削
減
が
実
現
す
る
わ
け
で
は
な

い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
国
の
有
効
な
開
発

に
結
び
つ
け
る
施
策
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、「
援
助
よ
り
貿
易
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
叫
ば
れ
た
時
代
か
ら
、
発
展
途
上
国
は
産

業
発
展
に
つ
な
が
る
輸
出
拡
大
を
求
め
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
先
進
国
が
輸
入
を
拡
大
す
る
こ
と

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
焦

点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
低
所
得
国
が
競
争
力
を

持
ち
う
る
農
産
品
と
繊
維
製
品
で
あ
る
。
本
特
集

で
は
、
中
で
も
二
○
○
五
年
初
め
に
先
進
国
が
輸

入
数
量
制
限
撤
廃
と
い
う
大
き
な
貿
易
自
由
化
を

進
め
た
繊
維
製
品
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

さ
ら
に
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
保
健
分
野
の
改
善
で
あ
る
。
先
進

国
は
、
発
展
途
上
国
の
人
々
が
で
き
る
だ
け
容
易

に
必
須
医
薬
品
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
は
明
示
的
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
先
進
国
が
主
導
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
問
題
と
し
て

地
球
温
暖
化
防
止
策
の
重
要
性
が
指
摘
で
き
る
。

本
特
集
を
機
に
、
貧
困
削
減
と
い
う
地
球
規
模

の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
現
在
の
先
進
国
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
目
標
の
達
成
度

を
確
認
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
発
展
途

上
国
や
他
の
先
進
国
と
協
力
し
て
、
我
々
の
共
通

の
目
標
で
あ
る
世
界
の
貧
困
削
減
を
推
進
し
た
い
。

（
や 

ま
が
た　

た
つ
ふ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
実
現

に
向
け
て
、
先
進
国
に
は
開
発
援
助
の
量
と
質
の

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
８
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
13
・
第
三
項
に
は
、「
貧
困
削
減
に

コ
ミ
ッ
ト
す
る
国
に
対
す
る
一
層
寛
容
な
Ｏ
Ｄ
Ａ

供
与
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、

国
民
総
所
得
の
○
・
七
％
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
や
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
ア
ン
タ
イ
ド
化
を
は
じ
め
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
量
的

拡
大
・
質
的
向
上
に
向
け
て
、
二
○
○
○
年
の
ミ

レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
以
降
の
一
連
の
国
際
会
議

や
報
告
書
で
様
々
な
提
言
が
出
さ
れ
て
い
る
。

先
進
国
の
一
員
で
あ
る
日
本
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
提
言
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
開
発
援
助
の

改
善
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
べ
き
な
の

だ
ろ
う
か
。
様
々
な
処
方
箋
は
、
本
当
に
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
と
っ
て
有
効
で
的
を
射
た
も
の
な
の

か
。
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
、
何
を
優
先
課

題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
な
の
か
。

以
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
が
進
展
す
る
中
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
量
的
拡
大
と
質

的
向
上
が
ど
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
き
た
か
を
概

観
し
、
論
点
を
検
討
し
た
上
で
、
個
別
の
途
上
国

の
視
点
か
ら
先
進
国
に
と
っ
て
の
課
題
を
改
め
て

整
理
し
、
今
後
の
日
本
の
取
り
組
み
の
あ
り
方
に

つ
い
て
展
望
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

●
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
進
展

冷
戦
終
了
後
、
国
際
社
会
の
不
安
定
要
因
と
し

て
開
発
問
題
が
着
目
さ
れ
、
一
九
九
○
年
代
後
半

以
降
、
主
要
先
進
国
も
本
腰
で
取
り
組
み
を
進
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
様
々
な
国
際
会
議
で
の
主
要
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
様
々
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

が
並
行
し
て
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
に
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
中
核
と
し
た
流
れ
が
あ

げ
ら
れ
る
。
開
発
推
進
の
た
め
明
確
で
計
測
可
能

な
期
限
付
き
の
目
標
を
設
定
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
一
九
八
○
年
代
に
予
防
接
種
等
の
分
野

で
始
ま
っ
た
が
、
一
九
九
六
年
、
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）・
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ

Ｃ
）
の
新
開
発
戦
略
に
お
い
て
、
七
つ
の
具
体
的

な
国
際
的
目
標
（
Ｉ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
し
て
包
括
的
な

も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
○
○
○
年
の
ミ
レ

ニ
ア
ム
宣
言
を
受
け
て
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
国
際

社
会
の
共
通
目
標
と
し
て
確
認
さ
れ
、
そ
の
達
成

に
向
け
て
途
上
国
と
援
助
国
・
機
関
の
双
方
の
責

務
が
明
確
化
さ
れ
た
。
二
○
○
二
年
三
月
に
は
モ

ン
テ
レ
イ
で
国
連
開
発
資
金
会
議
が
開
催
さ
れ
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
連
を
中

心
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
二
○
○
五
年
一
月
に
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
報
告

書
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
や
、
二
○

○
一
年
の
九
・
一
一
事
件
以
降
の
国
際
テ
ロ
対
策

の
一
環
と
し
て
の
貧
困
削
減
の
重
要
性
へ
の
認
識

を
背
景
に
、
先
進
各
国
は
軒
並
み
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の

増
額
を
表
明
し
、
実
施
に
移
し
つ
つ
あ
る
。

第
二
は
、
貧
困
削
減
戦
略
文
書
（
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
）

を
中
心
と
し
た
流
れ
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ソ

ン
世
銀
総
裁
は
、
一
九
九
九
年
一
月
に
包
括
的
開

発
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｄ
Ｆ
）
を
提
示
し
、
同

様
の
考
え
に
基
づ
き
、
同
年
九
月
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
銀

総
会
で
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
の
導
入
が
決
定
さ
れ
た
。
貧
困

削
減
を
目
指
し
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
途
上
国
自

身
の
政
府
と
国
民
の
主
体
性
）
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
（
援
助
国
・
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い

ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
協
調
）
を
掲
げ
た
Ｐ
Ｒ

Ｓ
Ｐ
の
作
成
が
、
拡
大
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
に
よ
る
債
務
救
済
の
前
提
条
件
と
さ
れ
、
そ
の

他
全
Ｉ
Ｄ
Ａ
（
国
際
開
発
協
会
）
対
象
国
に
つ
い

て
も
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
途
上
国
に
お
い
て
、
援
助

開
発
援
助
│
途
上
国
の
自
主
性
を
活
か
す
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

特集／貧困削減─先進国に向けられる目
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協
調
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
途
上
国
政
府
を
中
核
に
据

え
て
の
包
括
的
な
政
策
を
基
盤
に
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
援
助
国
・
機
関
の
支
援
も
、
そ
の

枠
組
み
の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
に
、
援
助
効
果
向
上
（aid effectivenes

s

）
を
中
心
と
し
た
流
れ
で
あ
る
。
当
初
の
問
題

意
識
は
、
多
く
の
援
助
国
・
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の

方
法
で
援
助
を
供
与
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
と

「
取
引
費
用
」
が
大
き
く
な
る
の
で
、
手
続
き
の

調
和
化
が
必
要
と
の
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二

○
○
三
年
二
月
の
ロ
ー
マ
調
和
化
ハ
イ
レ
ベ
ル
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
○
○
五
年
二
〜
三
月
の
パ
リ
援

助
効
果
向
上
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ

て
の
作
業
の
中
で
よ
り
包
括
的
な
内
容
と
な
り
、

パ
リ
宣
言
に
お
い
て
は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
整

合
化
、
調
和
化
、
開
発
成
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
相

互
説
明
責
任
の
五
つ
の
論
点
に
つ
い
て
、
途
上
国

及
び
援
助
国
・
機
関
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
表
明

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
四
は
、
開
発
成
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
流
れ
で

あ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
を
推
進
す
る
中
で
、

そ
れ
が
い
か
な
る
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
か
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
実
際
の
成
果
を
確
保
す
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
二
○
○
二
年
三
月
の
モ
ン
テ
レ

イ
会
議
を
受
け
て
、
同
年
六
月
の
国
際
開
発
金
融

機
関
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
ｓ
）
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
開

発
成
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
円
卓
会
議
で
具
体
的
な
検

討
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
た
。
二
○
○
四
年
二
月
に

は
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
同
円
卓
会
議
の
第

二
回
会
合
が
開
催
さ
れ
、
行
動
規
範
と
行
動
計
画

か
ら
な
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
は
、
二
○
○
五
年
三
月
の
援
助
効
果
向
上
に

関
す
る
パ
リ
宣
言
に
合
流
し
、
途
上
国
を
含
め
て

の
承
認
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
五
に
、
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
の
流
れ
で
あ
る
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
、
援
助
効
果
向
上
と
い
っ

た
議
論
を
踏
ま
え
、
数
少
な
い
良
い
成
果
か
ら
の

教
訓
を
ど
の
よ
う
に
迅
速
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
で

き
る
か
と
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
世
界
銀
行
の

主
導
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
二
○
○
四
年
五
月
に
は
上
海
で
途
上
国
数
カ

国
の
首
脳
レ
ベ
ル
を
招
い
て
「
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
実

務
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
二
○
○
五
年
九
月
に
は
ワ

シ
ン
ト
ン
で
第
一
回
会
合
、
同
年
一
二
月
に
は
パ

リ
で
第
二
回
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

援
助
量
の
短
期
・
中
期
見
通
し
の
予
測
性
向
上
、

そ
の
た
め
の
政
府
・
ド
ナ
ー
会
合
の
活
用
や
機
能

強
化
な
ど
の
方
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

第
六
に
、
分
野
別
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
流
れ

で
あ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の
実
施
が
大
き

な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
中
で
、
従
来
か
ら
の

個
別
分
野
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
動
き
が
加

速
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
○
○
二
年
の
環
境

と
開
発
に
関
す
る
世
界
サ
ミ
ッ
ト
（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
生
物

多
様
性
な
ど
分
野
別
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
枠
組

み
が
合
意
さ
れ
た
。
保
健
分
野
で
は
、
二
○
○
二

年
に
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
の
提
唱
に
よ
り
世
界

エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
が
発
足
し
、

二
○
○
三
年
春
か
ら
二
○
○
五
年
秋
ま
で
、
オ
タ

ワ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
ア
ブ
ジ
ャ
、
パ
リ
で
保
健
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
が
開
催
さ
れ

た
。
教
育
分
野
で
は
、
二
○
○
二
年
よ
り
世
銀
を

中
心
に
万
人
の
た
め
の
教
育
・
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ

ク
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
│

Ｆ
Ｔ
Ｉ
）
が
推

進
さ
れ
て
い
る
。
水
分
野
で
は
、
二
○
○
三
年
に

京
都
等
で
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

●
援
助
の
量
と
質
を
巡
る
議
論

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成

す
る
た
め
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
量
的
拡
大
と
質
的
向
上
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
論
に

お
い
て
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
特
に
先
進
国

向
け
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
に
活
用
し
た
り
、
多
く
の

途
上
国
に
共
通
す
る
部
分
に
焦
点
を
当
て
た
対
策

を
提
示
し
た
り
す
る
結
果
、
途
上
国
に
お
け
る
多

様
か
つ
複
雑
な
問
題
状
況
の
多
く
が
捨
象
さ
れ
、

単
純
に
整
理
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
量
的
拡
大
に
つ
い
て
、「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
資
金
量
は
い
く
ら
か
」

と
い
っ
た
試
算
を
も
と
に
先
進
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
増
を

求
め
る
と
い
っ
た
議
論
も
一
部
見
ら
れ
た
。
し
か

し
、
途
上
国
に
お
い
て
は
い
か
な
る
資
金
投
入
が

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
に
最
も
有
効
か
、
途
上
国

政
府
や
そ
の
他
の
組
織
に
援
助
を
有
効
に
活
用
す

る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
、
公
的
資
金
と
民

間
資
金
の
役
割
分
担
は
ど
の
よ
う
な
形
が
望
ま
し

い
か
、
成
果
の
持
続
性
が
確
保
さ
れ
る
の
か
、
と

い
っ
た
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
一
定
額
の
資
金
量

で
一
定
の
成
果
が
達
成
で
き
る
と
い
っ
た
単
純
な
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問
題
で
は
な
い
。
ま
た
、
先
進
国
か
ら
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

増
は
、
十
分
な
開
発
効
果
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が

前
提
と
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
量
の
確
保
は

質
の
向
上
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

質
的
向
上
に
つ
い
て
も
、
財
政
支
援
と
い
っ
た

新
援
助
ス
キ
ー
ム
の
導
入
や
ア
ン
タ
イ
ド
化
等
の

方
策
で
解
決
す
る
よ
う
な
簡
単
な
問
題
で
は
な
い
。

援
助
の
開
発
効
果
は
、
援
助
の
対
象
と
な
る
貧
困

削
減
戦
略
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
と
内
容
は
い
か
な
る

も
の
か
、
そ
れ
を
実
施
に
移
す
途
上
国
の
政
策
・

制
度
環
境
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
政
治
構
造
と
い
っ
た

制
約
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
援
助
資
金
に
加
え

て
国
内
資
金
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
活
用
す
る
の

か
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
を
行
う
に
際
し
て
途

上
国
政
府
と
ド
ナ
ー
の
役
割
分
担
や
体
制
を
ど
の

よ
う
に
構
築
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
様
々
な
要
因

に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
援
助
の
質
的
向
上

を
図
る
た
め
に
は
、
個
別
の
途
上
国
の
問
題
状
況

を
踏
ま
え
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

●
途
上
国
の
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み

以
上
の
通
り
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
打
ち
出
さ
れ
て
か

ら
五
年
間
に
わ
た
る
様
々
な
取
り
組
み
の
進
展
を

踏
ま
え
れ
ば
、
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出
さ
れ
た
グ
ロ

ー
バ
ル
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
自
体
は
、
重
要
な
作

業
と
い
え
る
も
の
の
、
そ
の
有
効
性
は
一
定
程
度

に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

個
別
の
途
上
国
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ

Ｐ
、
援
助
効
果
向
上
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
の
考
え
方
は
今
や
着
実
に
浸
透
し
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
施
に
移
す
に
際
し

て
、
個
別
国
毎
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
や
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
さ
ら
に
洗
練
化
・
精
緻
化
す
る
こ
と
の
み

で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す

る
た
め
の
大
き
な
鍵
は
、
個
別
の
途
上
国
毎
に
、

援
助
国
・
機
関
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
の
実
施
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
、

き
め
細
か
く
適
切
な
支
援
を
行
え
る
か
と
い
う
点

に
あ
る
。
以
下
、
個
別
の
途
上
国
の
視
点
に
立
っ

て
、
先
進
国
と
し
て
い
か
な
る
取
り
組
み
を
行
う

べ
き
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
提
示
し
た
い
。

第
一
に
、
個
別
の
途
上
国
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ

の
内
容
と
実
施
体
制
に
つ
い
て
、
途
上
国
の
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
尊
重
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
質
を

確
保
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は

既
に
多
く
の
国
で
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
往
々
に

し
て
総
花
的
で
あ
り
、
貧
困
削
減
に
向
け
て
の
有

効
な
処
方
箋
に
な
っ
て
い
る
か
、
大
き
な
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
セ
ク
タ
ー
の
政
策

文
書
と
の
整
合
性
、
年
次
予
算
や
中
期
支
出
枠
組

み
と
の
リ
ン
ク
と
い
っ
た
実
施
体
制
面
で
も
改
善

が
必
要
な
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
援
助
国
・
機

関
と
し
て
、
途
上
国
に
な
り
代
わ
っ
て
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ

を
起
案
し
て
も
途
上
国
側
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は

期
待
で
き
ず
、
ま
た
実
施
体
制
に
つ
い
て
も
特
定

の
形
態
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
中

長
期
的
観
点
か
ら
、
途
上
国
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
で
質
の
高
い
政
策
立
案
・
実
施
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
十
分
な
政
策
対
話
と
途
上
国
政
府
の
能

力
開
発
を
根
気
強
く
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
途
上
国
国
内
の
政
治
的
対
立
や
腐
敗

な
ど
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
政
治
的
利
権
や
汚

職
な
ど
に
よ
り
、
援
助
資
金
が
効
果
的
に
使
わ
れ

な
い
お
そ
れ
が
あ
る
国
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
途
上

国
政
府
に
問
題
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
支
援
を
打

ち
切
っ
て
し
ま
え
ば
、
当
該
途
上
国
の
国
民
が
苦

し
む
ば
か
り
で
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
も
難
し
く
な
る
。

援
助
を
活
用
し
つ
つ
政
策
改
善
を
促
す
と
い
う
、

機
微
な
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
と
判
断
が
必
要
と
な
る
。

第
三
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
体
制
を
ど
の

よ
う
に
構
築
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
昨
今
、

開
発
成
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
視
さ
れ
る
中
で
、

途
上
国
は
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
の
中
で
成
果
指
標
を
定
め
て

い
る
が
、
統
計
担
当
部
局
等
の
能
力
不
足
に
よ
り
、

成
果
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
そ
の
後
の
政
策
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。
他
方
、
世

銀
等
の
国
際
開
発
金
融
機
関
は
成
果
主
義
の
国
別

援
助
戦
略
を
導
入
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
を
尊
重
す
る
と

い
い
な
が
ら
も
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
と
は
別
途
に
自
ら
の

観
点
か
ら
具
体
的
な
指
標
や
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
設

定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
国
連
関
係
機
関
は
国
連
開

発
援
助
枠
組
み
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｆ
）
を
作
成
し
、
別

途
に
政
府
と
国
連
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
枠
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
途
上
国
政
府

の
能
力
や
援
助
国
・
機
関
に
対
す
る
発
言
力
が
限

ら
れ
る
中
で
、
様
々
な
援
助
国
・
機
関
が
成
果
主

義
を
導
入
す
る
こ
と
で
生
じ
得
る
混
乱
を
ど
の
よ

う
に
回
避
し
て
い
く
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

第
四
に
、
援
助
国
・
機
関
の
現
地
機
能
を
い
か
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に
強
化
す
る
か
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
援
助
国
・

機
関
は
、
援
助
資
金
を
背
景
と
し
た
強
大
な
発
言

力
を
持
ち
、
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
知
見
を
有
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、

現
地
駐
在
の
職
員
は
途
上
国
政
府
の
職
員
に
比
べ

て
は
る
か
に
数
が
少
な
く
、
当
該
途
上
国
で
の
経

験
が
少
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
地
の
実

情
に
適
さ
な
い
支
援
や
政
策
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

お
そ
れ
が
あ
る
。
今
後
、
途
上
国
政
府
を
中
心
に
、

援
助
国
・
機
関
が
緊
密
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

組
ん
で
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
援
助
資

金
を
持
つ
側
が
、
本
国
の
納
税
者
の
視
点
や
グ
ロ

ー
バ
ル
な
知
見
の
み
な
ら
ず
、
途
上
国
の
現
状
に

関
す
る
知
見
を
自
ら
蓄
積
し
、
持
て
る
発
言
力
を

効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

●
日
本
に
と
っ
て
の
課
題

以
上
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

の
展
開
を
背
景
と
し
て
個
別
の
途
上
国
の
視
点
か

ら
、
先
進
国
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
課

題
を
例
示
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
日
本
は

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
、
い
か
な
る
ス
タ
ン
ス

で
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
①
個
別
の
途
上
国
の
自
主

性
を
尊
重
し
た
現
地
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
②
そ
こ
で
得
ら
れ
た

知
見
を
踏
ま
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
改
善
す
る
と
い
う
「
二
正
面
作
戦
」
を

展
開
す
べ
く
、
③
そ
の
双
方
に
必
要
な
体
制
を
整

備
し
人
材
を
育
成
す
べ
き
と
考
え
る
。

開
発
援
助
を
巡
る
議
論
は
、
も
は
や
「
総
論
」

か
ら
「
各
論
」、
特
に
「
国
別
」（
さ
ら
に
は
セ
ク

タ
ー
別
）
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
具
体
化
す
る

段
階
に
入
っ
て
い
る
。
個
別
の
途
上
国
（
さ
ら
に

は
個
別
の
セ
ク
タ
ー
）
で
具
体
的
な
成
果
を
示
す

こ
と
な
し
に
、
日
本
が
先
進
国
と
し
て
貢
献
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

幸
い
、
日
本
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
途
上
国
の
自

主
性
を
尊
重
し
、
自
助
努
力
を
促
す
形
で
の
開
発

実
現
に
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。
現
在
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
具
体
的
な
支
援
を
媒
介
と
し
た
、

途
上
国
の
自
立
に
向
け
て
の
「
コ
ー
チ
ン
グ
」
で

あ
る
。
日
本
は
自
ら
開
発
を
経
験
し
た
唯
一
の
主

要
先
進
国
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
資
質
を
十
分
に

持
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
、
援
助
効

果
向
上
と
い
っ
た
新
た
な
「
枠
組
み
」
が
途
上
国

現
地
に
導
入
さ
れ
る
中
で
、
日
本
自
身
の
開
発
や

開
発
援
助
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
整
理
し

体
系
化
す
る
と
と
も
に
、
他
の
ド
ナ
ー
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
参
画
し
、
さ
ら
に
主
導
し
て
い

く
た
め
に
活
用
す
れ
ば
、
日
本
と
し
て
途
上
国
か

ら
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
個
別
の
途
上
国
の
自
主
性

と
多
様
性
を
踏
ま
え
た
開
発
の
実
現
を
重
視
す
る

と
の
発
想
を
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
に
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
も
、
日
本
が
果
た
す
べ
き
大
き
な
役

割
で
あ
る
。
国
連
、
世
界
銀
行
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ

Ａ
Ｃ
、
さ
ら
に
は
分
野
別
の
国
際
機
関
・
会
議
に

お
い
て
は
、
個
別
の
途
上
国
に
お
け
る
実
情
を
十

分
に
踏
ま
え
ず
、
理
論
重
視
の
画
一
的
な
処
方
箋

を
性
急
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。

日
本
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
効
果
的
な
形
で
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
知

的
な
貢
献
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
日
本
と
し
て
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
、
そ
の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
開

発
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
日
本
は
多
く

の
経
験
を
持
ち
、
有
益
な
知
見
を
蓄
積
し
て
い
る
。

こ
れ
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
途

上
国
現
地
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
専
門

性
を
持
っ
た
人
材
を
配
置
し
、
人
材
が
不
足
す
る

場
合
に
は
そ
れ
を
組
織
的
に
育
成
す
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
論
に
お
い

て
も
、
各
種
の
研
究
機
関
を
活
用
し
つ
つ
、
日
本

の
知
見
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
国
際
会
議
等
で

論
陣
を
張
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
政
府
・
実
施

機
関
内
外
に
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

開
発
援
助
を
巡
る
議
論
は
、
刻
一
刻
と
進
展
し

つ
つ
あ
る
。
こ
の
流
れ
の
後
を
追
う
の
で
は
な
く
、

流
れ
の
先
に
あ
る
新
た
な
課
題
を
提
示
し
、
議
論

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
る
。
そ

れ
は
、「
途
上
国
の
自
主
性
を
活
か
す
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
い
か
に
構
築
す
る
か
」
と
い
う
、
言

い
古
さ
れ
た
よ
う
で
実
現
が
難
し
い
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
日
本
が
、
能
力
開
発
や
南
南
協
力

を
は
じ
め
、
様
々
な
蓄
積
を
活
用
し
て
取
り
組
み

を
進
め
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
て
、
先
進
国

の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
き 

や　

ま
さ
ひ
こ
／
在
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
日

本
大
使
館
参
事
官
）
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M
isers m

ay be disliked, but usurers are de-

spised
（
守
銭
奴
は
嫌
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

高
利
貸
し
は
軽
蔑
さ
れ
る
）（
参
考
文
献
⑤
）

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
八
番

目
の
目
標
は
主
に
先
進
国
側
の
責
務
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
そ
の
中
で
開
発
途
上
国
の
債
務
問
題
へ

の
包
括
的
な
取
り
組
み
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
15
）
が
記

さ
れ
て
い
る
。
指
標
を
見
れ
ば
、
重
債
務
貧
困
国

（H
eavily Indebted Poor C

ountries

＝
Ｈ
Ｉ
Ｐ

Ｃ
ｓ
）
の
債
務
削
減
を
行
う
こ
と
が
主
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ア
フ
リ
カ
の
年
と

も
言
わ
れ
た
二
○
○
五
年
、
世
銀
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
い

っ
た
国
際
機
関
の
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
ｓ
向
け
債
権
の
全
額

放
棄
が
Ｇ
８
で
合
意
さ
れ
た
。
教
会
や
慈
善
団
体

に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
果
な
の
か
。
無
論
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
資
金
は
、
緩
や
か
な
条

件
（
低
利･

長
期
）
で
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
高
利
貸
し
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
。

●
債
務
の
役
割

そ
も
そ
も
開
発
途
上
国
が
債
務
を
負
う
こ
と
自

体
は
、
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
開
発
途
上
国
政
府

を
含
め
、
各
経
済
主
体
が
借
入
を
行
う
（
債
務
を

負
う
）
こ
と
で
、
消
費
の
平
準
化
や
生
産
的
な
投

資
活
動
を
行
い
、
異
時
点
間
の
最
適
資
源
配
分
を

通
じ
て
当
該
国
の
経
済
厚
生
を
高
め
る
こ
と
は
経

済
学
で
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
で
言
え
ば
、
奨
学

金
を
得
て
大
学
を
卒
業
し
て
、
将
来
の
給
料
で
奨

学
金
を
返
済
し
て
い
く
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
つ

ま
り
債
務
を
適
切
に
利
用
す
れ
ば
大
き
く
発
展
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
た

だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
前
提
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
返
済
意
思

が
あ
る
こ
と
（
踏
み
倒
さ
な
い
こ
と
）、
第
二
に
、

返
済
能
力
が
あ
る
こ
と
（
返
済
で
き
る
だ
け
の
給

料
が
得
ら
れ
る
こ
と
）、
第
三
に
、
流
動
性
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
（
給
料
は
十
分
あ
る
の
に
、
カ
ー

ド
支
払
等
の
関
係
で
た
ま
た
ま
返
せ
な
い
と
い
う

よ
う
な
事
態
が
生
じ
な
い
こ
と
）。
こ
れ
ら
が
満

た
さ
れ
る
限
り
、
債
務
返
済
が
滞
る
こ
と
は
な
い
。

時
と
し
て
、
債
務
国
が
返
済
資
金
（
流
動
性
）

に
欠
け
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
時
的
な
支

払
猶
予
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
問
題
で
あ
る
。
ま

た
、
返
済
意
思
に
つ
い
て
も
、（
多
少
の
例
外
は

あ
る
が
）
大
抵
は
国
家
の
信
用
に
か
か
わ
る
話
で

あ
る
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
返
済
能
力
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
事

態
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
返

済
で
き
る
だ
け
の
給
料
が
得
ら
れ
る
よ
う
経
済
力

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
り
高
い

技
能
を
習
得
す
る
こ
と
で
高
い
給
料
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
に
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
は
時
間
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
も
は
や
、
一
時
的
な

問
題
で
は
な
く
、
体
質
改
善
の
た
め
の
努
力
が
必

要
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

さ
ら
に
奨
学
金
を
得
な
が
ら
勉
強
を
す
る
方
法
も

あ
り
、
何
よ
り
も
本
人
の
や
る
気
が
あ
れ
ば
乗
り

越
え
ら
れ
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
が
仮
に
あ
っ
た
と
し
て

も
、
債
務
は
経
済
発
展
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
う
る
。
東
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
と

し
た
多
数
の
国
々
が
、
我
が
国
の
円
借
款
を
有
効

に
活
用
し
て
、
成
長
と
貧
困
削
減
を
実
現
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

●
債
務
削
減
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

し
か
し
、
債
務
が
過
剰
な
ほ
ど
ま
で
に
膨
れ
上

が
っ
た
場
合
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
上
の
問
題
（
デ

ッ
ト･

オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
問
題
）
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。
過
剰
債
務
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
と
し

て
は
、
第
一
に
信
用
力
（C

reditw
orthiness

）
の

債
務
削
減
│
そ
の
コ
ス
ト
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
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低
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
過
剰
債
務
に
よ
り
、

債
務
返
済
を
継
続
で
き
ず
、
法
的
ル
ー
ル
の
遵
守

な
ど
信
用
文
化
（C

ulture of C
redit

）
が
損
な
わ

れ
る
問
題
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
例
で
言
え
ば
、
新

た
な
奨
学
金
を
得
る
よ
う
な
可
能
性
も
な
く
な
っ

て
し
ま
う
状
態
で
あ
る
。
第
二
に
予
算
配
分
の
自

由
度
が
低
下
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
過

剰
債
務
に
よ
り
債
務
の
自
己
増
殖
プ
ロ
セ
ス
が
強

ま
り
、
債
務
支
払
が
増
え
た
結
果
、
他
の
歳
出
の

多
く
が
犠
牲
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

い
く
ら
働
い
て
も
借
金
は
減
ら
ず
、
衣
食
住
に
充

て
る
お
金
も
な
い
状
態
で
あ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば

歳
出
で
ま
か
な
う
こ
と
が
当
然
と
見
ら
れ
て
い
る

項
目
も
犠
牲
と
な
る
結
果
、
予
算
編
成
が
政
治
的

に
難
し
く
な
る
可
能
性
も
伴
う
。
衣
食
住
も
な
け

れ
ば
家
族
も
見
放
す
よ
う
な
状
態
か
も
知
れ
な
い
。

第
三
に
民
間
投
資
に
与
え
る
影
響
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
過
剰
な
債
務
へ
の
支
払
を
い
つ
か
は
増
税

に
よ
っ
て
賄
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
か
ら
、

民
間
投
資
が
細
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
開
発
途
上
国
で
は
た
だ
で
さ
え
少

な
い
で
あ
ろ
う
民
間
投
資
が
一
層
流
入
し
な
く
な

る
状
態
が
生
じ
る
。
投
資
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、

経
済
成
長
が
滞
り
、
返
済
能
力
が
確
保
さ
れ
な
く

な
る
。
さ
ら
に
、
債
権
国
側
の
コ
ス
ト
と
し
て
、

最
初
は
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
（
債
務
繰
り
延

べ
）
の
コ
ス
ト
だ
け
が
発
生
し
て
も
、
結
局
は
債

権
放
棄
の
コ
ス
ト
ま
で
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
現
在
奨
学
金
の
返
済
が
で
き
な
い
奨
学

生
に
、
さ
ら
に
奨
学
金
を
貸
す
人
が
い
た
と
し
た

場
合
、
そ
の
追
加
的
な
融
資
さ
え
失
敗
に
終
わ
り
、

貸
し
た
人
は
さ
ら
に
損
を
し
て
し
ま
う
状
態
の
こ

と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
リ
ス
ク
の
う
ち
、
過
剰
債
務
に
よ
っ

て
債
務
返
済
に
対
し
デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

働
き
、
債
務
持
続
性
が
損
な
わ
れ
る
状
況
を
表
現

す
る
も
の
が
、
図
１
の
債
務
救
済
ラ
ッ
フ
ァ
ー
曲

線
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
）。
対
外
債
務
残
高
が

増
加
し
て
あ
る
水
準
（
Ａ
点
）
以
上
に
債
務
残
高

が
達
す
る
と
、
も
は
や
稼
い
で
も
ほ
と
ん
ど
を
債

務
返
済
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
債
務

返
済
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
状
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
債
務

削
減
を
行
え
ば
、
債
権
者
と
債
務
者
の
双
方
に
と

っ
て
有
利
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
Ａ
Ｂ
の
左
側

の
領
域
に
戻
る
よ
う
に
債
務
削
減
を
行
え
ば
、
期

待
返
済
額
が
高
ま
る
。

以
上
か
ら
、
債
務
削
減
の
債
務
者
側
の
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
は
、
①
返
済
能
力
を
回
復
す
る
こ
と
に
よ

る
信
用
文
化
の
維
持
、
②
予
算
等
の
リ
ソ
ー
ス
の

自
由
度
の
回
復
、
③
民
間
投
資
の
回
復
と
い
っ
た

も
の
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
債
務
問
題
が
片
付
い

て
し
ま
え
ば
、
④
債
権
者
と
の
定
期
的
な
再
交
渉

に
臨
む
必
要
が
な
く
な
り
取
引
費
用
が
節
約
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
世
銀
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
の
新
規
融

資
を
交
渉
し
て
旧
債
務
の
返
済
に
充
当
す
る
よ
う

な
「
貸
付
‐
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
サ
イ
ク
ル
と
い

う
労
苦
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
債

権
者
側
か
ら
す
れ
ば
、
期
待
返
済
額
を
回
復
す
る

と
い
う
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●
債
務
削
減
の
コ
ス
ト

さ
て
、
こ
れ
ら
債
務
削
減
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
も
、

い
く
つ
か
の
前
提
条
件
が
満
た
さ
れ
て
初
め
て
発

現
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
図
で
は
簡
単
に
描
け
る
債
務
救
済
ラ

ッ
フ
ァ
ー
曲
線
で
は
あ
る
が
、
現
実
に
こ
の
よ
う

な
山
型
の
曲
線
が
存
在
す
る
の
か
は
実
証
さ
れ
て

い
な
い
。
つ
ま
り
、
Ａ
点
の
存
在
や
、
Ｂ
と
い
う

対
外
債
務
残
高
の
正
確
な
数
字
は
誰
も
分
か
っ
て

い
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
大
き
な
リ

ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
。
必
要
以
上
に
多
額
の
債
務

削
減
を
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
リ
ス
ク
、
い
わ
ば

過
剰
債
務
の
削
減
で
は
な
く
、
過
剰
な
債
務
削
減

を
行
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
で
あ
る
。
債
務
削
減
が

何
度
も
行
わ
れ
る
と
債
務
者
は
、
い
く
ら
債
務
を

負
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、
い
つ
か
は
全
て
が
削
減

さ
れ
る
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
っ
た
よ

う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
上
の
歪
み
が
発
生
す
る
。

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
モ
ラ
ル･

ハ
ザ
ー
ド
の
問
題
で

あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
も
は
や
返
済
意
思
は
確
保

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
そ
も
そ
も
融
資
を
得

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
有
効
に
利
用
し
て

返
済
能
力
を
高
め
る
よ
う
な
努
力
は
期
待
で
き
な

い
。
こ
う
し
た
行
動
パ
タ
ー
ン
を
と
る
と
き
、
そ

の
国
は
成
長
と
い
う
大
き
な
利
益
を
失
う
こ
と
に

な
る
。

第
二
に
、
債
務
削
減
に
よ
っ
て
予
算
の
自
由
度

の
回
復
が
期
待
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
こ

れ
も
政
府
が
債
務
削
減
に
よ
っ
て
得
た
リ
ソ
ー
ス

を
う
ま
く
利
用
で
き
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
の

話
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
参
考
文
献
①
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
適
切
な
政
策
・
制
度
を
有
さ
な
い
政

図 1　債務救済ラッファー曲線
期
待
返
済
額 

45度 

対外債務残高 

Ａ 

Ｂ 
0

（出所）参考文献③。
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府
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
債
務
削
減
に
よ
っ
て
確
保

さ
れ
た
資
金
は
、
あ
る
日
突
然
発
見
さ
れ
た
「
石

油
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
浪
費
さ
れ
て
終

わ
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
伴
う
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
、
民
間
投
資
の
回
復
と
い
う
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
も
、
過
剰
債
務
へ
の
支
払
原
資
を
得
る
た
め

の
増
税
懸
念
だ
け
が
民
間
投
資
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

と
な
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に

は
、
開
発
途
上
国
に
お
い
て
民
間
投
資
が
滞
る
理

由
は
多
様
で
あ
り
、
汚
職
、
不
十
分
な
所
有
権
制

度
、
分
断
さ
れ
た
市
場
、
不
十
分
な
イ
ン
フ
ラ
等

も
挙
げ
ら
れ
る
（
参
考
文
献
④
）。
こ
の
場
合
、

債
務
削
減
を
も
っ
て
し
て
民
間
投
資
の
回
復
は
見

込
め
な
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
点
は
、
債
務
削
減
が
機
能
し
な
い
ケ
ー

ス
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
り
、
裏
を
返
せ
ば
、
こ

れ
ら
の
問
題
が
回
避
さ
れ
る
こ
と
が
、
有
効
な
債

務
削
減
に
不
可
欠
で
あ
る
。
債
務
削
減
は
、
開
発

途
上
国
の
過
剰
債
務
問
題
を
解
決
す
る
一
つ
の
手

段
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
目
的
化
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

●
債
務
削
減
自
体
を
目
的
と
す
る
こ
と

の
危
う
さ

冒
頭
で
紹
介
し
た
通
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
の
目
標
８
の
指
標
44
に
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
ｓ
向
け

債
権
放
棄
の
プ
ロ
セ
ス
を
加
速
化
す
べ
く
「
Ｈ
Ｉ

Ｐ
Ｃ
の
決
定
時
点
及
び
完
了
時
点
（
後
述
）
に
到

達
し
た
国
数
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
債
権

放
棄
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
ｓ
の
債
務
水
準

を
持
続
可
能
な
水
準
に
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
Ｈ

Ｉ
Ｐ
Ｃ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
し
て
最
初
に
導
入
さ

れ
た
の
は
一
九
九
六
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
一

九
九
九
年
の
ケ
ル
ン
サ
ミ
ッ
ト
で
こ
れ
を
拡
充
す

る
こ
と
が
合
意
（
拡
充
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
）
さ
れ
、
今
に
至
っ
て
い
る
。
拡
充
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
①
第
一
段
階
と
し
て
、
債

務
国
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
合
意
し
た
経
済
構
造
改
革
に
関

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
良
好
な
ト
ラ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド

を
も
っ
て
実
行
（
原
則
と
し
て
三
年
間
）
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
②
決
定
時
点
（D

eci-

sion Point

＝
Ｄ
Ｐ
）
に
お
い
て
債
務
が
既
存
の

債
務
救
済
措
置
に
お
い
て
債
務
持
続
性
が
確
保
さ

れ
な
い
場
合
に
は
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
適
用
が
決

定
（
債
務
持
続
性
が
確
保
さ
れ
る
場
合
に
は
不
適

用
）
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
③
第
二
段
階
と
し
て
、

第
一
段
階
の
際
と
同
様
に
、
債
務
国
は
世
銀
・
Ｉ

Ｍ
Ｆ
と
合
意
し
た
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
忠
実
に
実

行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
④
こ
の
条
件
を
ク
リ

ア
す
れ
ば
完
了
時
点
（C

om
pletion Point

＝
Ｃ

Ｐ
）
を
迎
え
最
終
的
な
債
務
削
減
が
実
行
さ
れ
る

と
い
う
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
決
定
時
点
に
至
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
で
借
入
国
は
自
国
の
経
済
構
造
改
革
に
向

け
た
改
善
努
力
を
行
い
、
さ
ら
に
（
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
適
用
が
決
ま
っ
た
場
合
に
は
）
完
了
時
点
に

至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
改
善
努
力
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
の
指
標
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
「
決
定
時
点
及
び

完
了
時
点
に
到
達
し
た
国
数
」
を
目
的
と
す
る
場

合
、
そ
の
達
成
を
急
ぐ
あ
ま
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機

能
が
損
な
わ
れ
、
改
善
努
力
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま

に
債
務
削
減
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ

に
債
務
削
減
自
体
が
い
つ
の
間
に
か
目
的
化
し
て

し
ま
う
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
。

●
債
務
削
減
は
繰
り
返
さ
れ
る
か

債
務
削
減
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
。
最
後
に
、
こ
の
点
を
考
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
に
論
じ
て
き
た
こ
と
は
、
債
務
削
減
が

適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
の
必
要
性
を
主
張
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
債
務
削
減
自
体
が
目
的

化
す
る
こ
と
な
く
、
開
発
途
上
国
の
改
善
努
力
に

応
じ
て
、
先
進
国
が
過
剰
債
務
の
弊
害
を
取
り
除

い
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ

ら
に
考
え
る
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。「
先
進

国
に
向
け
ら
れ
る
目
」
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み

よ
う
。

第
一
に
、
外
生
シ
ョ
ッ
ク
（E

xogenous Sho-

ck

）
と
先
進
国
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

外
生
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
カ
カ
オ
・
綿
花
・
コ
ー
ヒ

ー
と
い
っ
た
一
次
産
品
価
格
の
変
動
シ
ョ
ッ
ク
や
、

旱
魃
・
地
震
な
ど
の
災
害
と
い
っ
た
、
開
発
途
上

国
自
身
の
努
力
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
性
質
を

も
っ
た
環
境
変
化
で
あ
る
。
最
近
の
実
証
研
究
の

成
果
に
よ
れ
ば
、
①
債
務
水
準
、
②
政
策･

制
度

環
境
、
③
外
生
シ
ョ
ッ
ク
の
三
点
が
特
に
債
務
問

題
の
原
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
②
）。
最
初
の
二
点
は
、
過
剰
債
務
の
弊
害
を

取
り
除
く
こ
と
と
、
開
発
途
上
国
の
改
善
努
力
に

よ
り
対
処
で
き
る
が
、
外
生
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
開
発
途
上
国
自
身
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。
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し
か
し
外
生
シ
ョ
ッ
ク
は
、
開
発
途
上
国
に
と
っ

て
は
外
生
的
で
あ
っ
て
も
、
先
進
国
側
の
対
応
次

第
で
は
改
善
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
一
例
が

一
次
産
品
価
格
の
問
題
で
あ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
に

お
け
る
綿
花
問
題
（
先
進
国
側
の
綿
花
栽
培
農
家

に
対
す
る
補
助
金
の
た
め
、
綿
花
の
国
際
価
格
が

下
落
し
、
綿
花
輸
出
の
多
い
西
ア
フ
リ
カ
諸
国
に

損
害
を
与
え
て
い
る
問
題
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
先
進
国
で
の
農
業
補
助
金
や
先
進
国
市
場
へ

の
ア
ク
セ
ス
等
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

シ
ョ
ッ
ク
を
あ
る
程
度
は
軽
減
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
か
ら
だ
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
８
で
は
、
開
放

的
で
差
別
的
で
は
な
い
貿
易
シ
ス
テ
ム
が
タ
ー
ゲ

ッ
ト
12
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
債

務
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
15
に

通
じ
て
い
る
。

第
二
に
、
援
助
依
存
の
問
題
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
開
発
と
は
経
済･

社
会
の
変

容
を
伴
う
連
続
し
た
非
線
形
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

開
発
資
金
の
調
達
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、
最
終

的
に
は
か
な
り
の
部
分
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
調
達

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
い
き
な
り
国
際
金
融

市
場
・
国
内
金
融
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
移

行
期
間
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
贈
与
（
無
償

資
金
協
力
）
↓
借
款
（
有
償
資
金
協
力
）
↓
民
間

資
金
（
援
助
か
ら
の
卒
業
）
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
、

重
な
り
並
存
し
な
が
ら
展
開
し
た
上
で
、
徐
々
に

市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る

（
開
発
資
金
の
発
展
段
階
）。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の

ど
の
段
階
か
で
借
款
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
資
金

の
受
入
・
返
済
と
い
っ
た
取
引
、
資
金
管
理
能
力
、

債
務
管
理
能
力
を
向
上
さ
せ
、
信
用
文
化
を
形
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
言
う
な
れ
ば
、

国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
に
参
加
し
て
い
く
過
程
の
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

よ
る
借
款
は
、
市
場
資
金
と
の
比
較
に
お
い
て
譲

許
的
な
条
件
で
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
相
手

国
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

（
事
前
〔E
x ante

〕
の
削
減
措
置
）
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
融
資
の
事
前
に
は
、
改
善

努
力
を
行
う
こ
と
を
条
件
に
支
援
対
象
国
を
き
ち

ん
と
選
り
分
け
る
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
）
こ

と
で
逆
選
択
問
題
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
事
後
（E

x post

）
に
は
、
案
件
監
理
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
活
用
し
て
、
借
入
国
の
構
造

改
善
努
力
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
モ
ラ
ル･

ハ
ザ
ー

ド
問
題
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
削

減
を
受
け
た
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
ｓ
へ
の
支
援
と
も
な
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

機
能
の
一
層
の
発
揮
と
、
再
び
過
剰
債
務
を
抱
え

な
い
よ
う
な
債
務
持
続
性
へ
の
配
慮
が
前
提
と
な

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
債
務
削
減
を
行
っ

た
国
へ
の
借
款
供
与
は
、
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
が
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
い
つ
ま
で
も
贈
与
だ
け
に
依
存

す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
贈
与

か
ら
民
間
資
金
に
一
足
飛
び
と
い
う
の
は
、
民
間

投
資
家
の
方
で
も
リ
ス
ク
を
感
じ
る
た
め
、
現
実

的
で
は
な
い
。
借
款
も
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

我
が
国
の
個
性
を
活
か
し
た
支
援
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

（
お 

じ
ま　

や
す
ひ
さ
／
国
際
協
力
銀
行
ハ
ノ

イ
事
務
所
駐
在
員
）

《
参
考
文
献
》

①

C
ollier, P

aul, “Is A
id O

il? A
n A

nalysis of 

W
hether A

frica C
an A

bsorb M
ore A

id, ” D
e-

partm
ent of E

conom
ics, O

xford U
niversity, 

2005.

②K
raay, A

art and Vikram
 N

ehru, “W
hen Is D

ebt 

Sustainable? ” W
orld B

ank P
olicy R

esearch 

W
orking Paper N

o. 3200, 2004.

③K
rugm

an, Paul,  “M
arket-B

ased D
ebt-R

educ-

tion Schem
es, ” in Jacob F

renkel, M
ichael 

D
ooly and Peter W

ickm
an eds., A

n
alytical Is-

su
es in

 D
ebt, IM

F, 1989.

④R
ajan, R

aghuram
, “D

ebt R
elief and G

row
th, ” 

F
in

an
ce an

d D
evelopm

en
t, Vol 42, N

o.2, 

2005, pp56-57.

⑤T
he E

conom
ist, “To G

ive or Forgive, ” June 

18th 2005.

﹇
付
記
﹈
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
小
寺
清
氏

（
財
務
省
）、
澤
田
康
幸
氏
（
東
京
大
学
）、
辻

一
人
氏
（
国
際
協
力
銀
行
）、
山
形
辰
史
氏

（
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）、

飯
味
淳
氏
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
か
ら
有
益
な
コ
メ
ン
ト

を
頂
戴
し
た
。
し
か
し
、
あ
り
う
る
誤
り
は
全

て
筆
者
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿

で
示
さ
れ
る
見
解
は
筆
者
個
人
の
も
の
で
あ
っ

て
、
所
属
機
関
の
公
式
見
解
で
は
な
い
。
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ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で
は
貿

易
の
貧
困
削
減
に
果
た
す
役
割
が
留
意
さ
れ
、
貿

易
関
連
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
い
く
つ
か
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
二
○
○
五
年
九
月
に
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
か
ら
発
表

さ
れ
た
『
人
間
開
発
報
告
書
』
の
中
で
も
、
貿
易

は
人
間
開
発
を
促
進
し
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け

た
進
展
を
加
速
さ
せ
る
触
媒
と
し
て
作
用
す
る
可

能
性
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書

は
さ
ら
に
「
よ
り
公
正
な
貿
易
ル
ー
ル
が
な
い
ま

ま
援
助
を
拡
大
し
て
も
最
善
の
結
果
は
期
待
で
き

な
い
」
と
述
べ
、
公
正
な
貿
易
を
保
障
す
る
世
界

貿
易
体
制
の
構
築
が
途
上
国
の
貧
困
削
減
や
経
済

発
展
に
多
大
な
貢
献
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
強
調

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
と
軌
を
一
に
し
て
い

る
の
が
、
現
在
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の

場
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
多
角
的
貿
易
交
渉

「
ド
ー
ハ
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」（
Ｄ
Ｄ
Ａ
）
で
あ
る
。

●
ド
ー
ハ
「
開
発
」
ア
ジ
ェ
ン
ダ

二
○
○
一
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
（
於
、
ド
ー

ハ
）
で
開
始
が
決
ま
っ
た
Ｄ
Ｄ
Ａ
は
、
交
渉
の
過

程
で
途
上
国
の
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
を
前
面
に

打
ち
出
し
て
い
る
点
で
従
来
の
ラ
ウ
ン
ド
と
は
一

線
を
画
し
て
い
る
。
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

（
一
九
八
六
〜
九
四
年
）
ま
で
の
関
税
引
き
下
げ

交
渉
や
国
際
ル
ー
ル
の
策
定
に
は
、
主
に
先
進
国
、

中
で
も
「
四
極
」
と
呼
ば
れ
た
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
、

日
本
、
カ
ナ
ダ
の
意
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
き

た
。
途
上
国
は
、
参
加
国
の
数
こ
そ
多
い
が
、
実

質
的
な
討
議
に
は
殆
ど
影
響
を
与
え
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
新
ラ
ウ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し

て
一
九
九
九
年
に
シ
ア
ト
ル
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ

Ｏ
閣
僚
会
議
が
、
途
上
国
の
強
い
反
対
に
よ
り
決

裂
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
い
て
途
上

国
問
題
が
中
心
的
議
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
途
上
国
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

で
達
成
さ
れ
た
貿
易
自
由
化
と
ル
ー
ル
の
強
化
は

自
国
の
輸
出
拡
大
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
た
が
、

却
っ
て
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合
意
を
実
施
す

る
た
め
の
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
く
、
想
定
し
て
い

た
利
益
を
実
際
に
は
手
に
し
て
い
な
い
と
い
う
強

い
不
満
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
新
ラ
ウ
ン

ド
立
ち
上
げ
に
当
た
っ
て
は
途
上
国
へ
の
技
術
支

援
や
優
遇
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の

後
の
交
渉
に
お
い
て
も
「
途
上
国
の
特
別
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
」
を
求
め
て
い
る
。

Ｄ
Ｄ
Ａ
で
は
、
様
々
な
議
題
（
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）

が
扱
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
農
業
、
非
農

産
品
市
場
ア
ク
セ
ス
（
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
）、
サ
ー
ビ
ス
、

ル
ー
ル
（
ア
ン
チ
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
地
域
貿
易
協

定
な
ど
）、
環
境
、
知
的
財
産
権
（
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
）、

途
上
国
問
題
（
協
定
実
施
問
題
、
特
別
か
つ
有
利

な
待
遇
）、
貿
易
円
滑
化
な
ど
で
あ
る
。
交
渉
は

分
野
ご
と
に
行
わ
れ
る
が
、
最
終
的
な
合
意
は
シ

ン
グ
ル
・
ア
ン
ダ
ー
テ
ー
キ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｔ
／
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
特
有
の
手

法
に
よ
り
、
全
て
の
議
題
が
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
扱
わ
れ
、
全
体
と
し
て
合
意
す
る
か
し
な

い
か
の
選
択
と
な
る
。
開
発
に
関
わ
る
問
題
は
こ

れ
ら
全
て
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
途
上
国
の
貿
易
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
農
業
交
渉
と
、
途
上
国
に
対
す
る

優
遇
措
置
そ
の
も
の
を
検
討
し
て
い
る
途
上
国
問

題
の
二
つ
を
取
り
上
げ
る
。
Ｄ
Ｄ
Ａ
の
交
渉
期
限

は
二
○
○
六
年
末
で
あ
り
、
現
在
も
様
々
な
レ
ベ

ル
で
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
論
点
で

依
然
と
し
て
意
見
の
相
違
が
あ
り
、
期
限
内
に
交

渉
が
終
結
す
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ
る
が
、

昨
年
末
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
香
港
閣
僚
会
議
で
合
意
さ
れ
た

内
容
に
基
づ
い
て
現
状
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

●
農
業
交
渉
│
補
助
金
を
巡
る
攻
防

貿
易
を
通
じ
た
開
発
│
途
上
国
の
視
点
に
立
っ
た
制
度
構
築

特集／貧困削減─先進国に向けられる目
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多
く
の
途
上
国
に
と
っ
て
農
業
は
主
要
産
業
で

あ
り
、
輸
出
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、

農
産
品
の
国
際
市
場
は
各
国
の
保
護
政
策
を
背
景

に
最
も
歪
め
ら
れ
た
市
場
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
先
進
国
に
よ
る
保
護
政
策
と
輸
出
補
助
金

が
も
た
ら
す
影
響
は
、
途
上
国
に
お
け
る
年
間
七

二
○
億
ド
ル
近
い
損
失
と
な
っ
て
現
れ
、
こ
の
額

は
二
○
○
三
年
の
途
上
国
に
対
す
る
公
的
援
助
総

額
に
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（『
人
間
開
発

報
告
書
』
二
○
○
五
年
版
）。
先
進
国
の
補
助
金

撤
廃
に
よ
っ
て
途
上
国
の
農
産
品
の
価
格
競
争
力

が
向
上
す
れ
ば
、
途
上
国
は
農
産
品
輸
出
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
途
上
国
は
Ｄ
Ｄ

Ａ
に
お
け
る
農
業
交
渉
に
強
い
関
心
を
示
し
て
お

り
、
自
国
農
産
品
の
輸
出
拡
大
に
繋
が
る
制
度
作

り
に
積
極
的
に
関
与
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

農
業
交
渉
は
三
つ
の
イ
シ
ュ
ー
を
中
心
に
行
わ

れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
①
市
場
ア
ク
セ
ス
（
関

税
率
の
引
き
下
げ
、
最
貧
国
に
対
す
る
無
税
・
無

枠
の
供
与
な
ど
）、
②
輸
出
競
争
（
農
産
物
輸
出

に
対
す
る
補
助
金
、
輸
出
信
用
な
ど
）、
③
国
内

助
成
（
貿
易
歪
曲
的
な
国
内
交
付
金
や
価
格
支
持

な
ど
）
で
あ
る
。
最
貧
国
か
ら
の
輸
入
に
対
し
関

税
も
数
量
制
限
も
課
さ
な
い
無
税
・
無
枠
措
置
は

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
が
、

全
て
の
産
品
に
つ
い
て
無
税
・
無
枠
を
要
求
す
る

途
上
国
に
対
し
、
日
本
は
コ
メ
等
の
例
外
品
目
を

設
定
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
他
の
先
進
国
も

全
て
の
産
品
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
は
難
色
を
示

し
て
い
る
。
香
港
閣
僚
会
議
で
は
「
先
進
国
は
二

○
○
八
年
ま
で
に
無
税
・
無
枠
の
対
象
品
目
を
少

な
く
と
も
九
七
％
ま
で
引
き
上
げ
る
」
と
し
て
お

り
、
一
定
の
例
外
が
認
め
ら
れ
た
。

補
助
金
の
交
渉
は
、
直
接
的
な
輸
出
補
助
金

（
上
記
②
）
と
間
接
的
な
輸
出
補
助
金
（
同
③
）

の
両
者
を
対
象
と
す
る
が
、
こ
の
う
ち
②
に
つ
い

て
は
、
全
て
の
形
態
の
輸
出
補
助
金
を
二
○
一
三

年
ま
で
に
撤
廃
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
③
の
国

内
助
成
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
│

Ｅ
Ｕ
間
の
妥
協
に
よ
り
、
一
部
の
措

置
に
つ
い
て
は
農
業
改
革
を
進
め
る
際
の
支
援
策

と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

措
置
の
中
に
も
貿
易
を
歪
め
る
性
格
が
強
い
も
の

も
あ
り
、
途
上
国
は
容
認
さ
れ
る
措
置
の
基
準
の

見
直
し
と
国
内
助
成
の
実
質
的
な
削
減
を
強
く
求

め
て
き
た
。
国
内
助
成
を
削
減
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
大
枠
合
意
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
措
置
を
数

多
く
保
持
す
る
Ｅ
Ｕ
も
大
幅
な
制
度
改
革
案
を
提

示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
層
の
削
減
を
求
め
る

途
上
国
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
は
途
上
国
側
も
鉱
工
業
製

品
の
関
税
を
削
減
す
る
姿
勢
を
示
す
べ
き
と
し
、

対
立
が
続
い
て
い
る
。

●
綿
花
問
題
│
開
発
に
対
す
る
試
金
石

Ｄ
Ｄ
Ａ
で
農
業
補
助
金
に
つ
い
て
の
交
渉
が
続

け
ら
れ
て
い
る
最
中
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
ベ
ニ

ン
、
チ
ャ
ド
、
マ
リ
の
西
ア
フ
リ
カ
四
カ
国
は
、

先
進
国
に
よ
る
綿
花
補
助
金
に
よ
り
自
国
の
綿
花

輸
出
の
機
会
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
抗
議
の
声
を

上
げ
た
。
こ
れ
ら
西
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

五
〜
一
○
％
を
綿
花
生
産
に
依
存
し
、
綿
花
が
輸

出
の
約
三
割
を
占
め
る
主
要
品
目
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
富
裕
な
綿

花
輸
出
国
は
自
国
の
綿
花
産
業
に
補
助
金
を
支
出

す
る
こ
と
に
よ
り
綿
花
を
安
価
で
生
産
・
輸
出
し
、

そ
れ
が
近
年
の
綿
花
の
国
際
価
格
の
暴
落
を
招
き
、

自
国
経
済
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
①
綿
花
に
対
す
る
補
助

金
の
撤
廃
、
②
撤
廃
が
実
現
す
る
ま
で
の
間
、
先

進
国
の
補
助
金
に
よ
り
被
る
損
害
に
対
す
る
補
償

措
置
を
要
望
し
、
こ
の
問
題
を
Ｄ
Ｄ
Ａ
の
中
で
扱

う
こ
と
を
提
案
し
た
。

綿
花
問
題
は
、
Ｄ
Ｄ
Ａ
立
ち
上
げ
の
際
に
先
進

国
が
約
束
し
た
「
途
上
国
へ
の
配
慮
」
が
実
際
に

具
体
的
行
動
へ
と
繋
が
る
の
か
を
試
す
象
徴
的
な

イ
シ
ュ
ー
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
三
年
の

カ
ン
ク
ン
閣
僚
会
議
で
は
、
綿
花
問
題
を
巡
る
途

上
国
と
ア
メ
リ
カ
の
対
立
は
解
消
す
る
こ
と
な
く
、

会
議
決
裂
の
主
因
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
年
後

の
香
港
閣
僚
会
議
で
は
一
転
し
て
「
先
進
国
は
綿

花
に
対
す
る
輸
出
補
助
金
を
二
○
○
六
年
内
に
撤

廃
す
る
」
旨
表
明
し
た
。

こ
の
よ
う
に
綿
花
問
題
が
急
速
に
展
開
し
た
背

景
に
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
機
関
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
）
に

よ
る
一
つ
の
判
断
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
Ｄ

Ｄ
Ａ
に
お
け
る
議
論
と
は
別
途
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
ア

メ
リ
カ
の
補
助
金
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
綿
花
が

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
違
反
し
て
世
界
市
場
に
ダ
ン
ピ
ン

グ
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
訴
え
た
。

そ
し
て
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
は
ア
メ
リ
カ
の
綿
花
生
産
者
に

対
す
る
直
接
・
間
接
の
補
助
金
制
度
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
諸

協
定
に
違
反
し
て
い
る
と
判
断
し
た
（
二
○
○
四

年
九
月
の
パ
ネ
ル
報
告
及
び
二
○
○
五
年
三
月
の
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上
級
委
員
会
報
告
）。

先
進
国
の
農
業
補
助
金
に
よ
り
途
上
国
経
済
が

悪
影
響
を
被
っ
て
い
る
問
題
は
、
何
も
綿
花
に
限

ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
コ
メ
、
砂
糖
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
に
つ
い
て
も
同
じ
状
況
が
発
生
し
て

い
る
。
途
上
国
側
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
判
断
を
追
い
風
に
、

綿
花
以
外
の
作
物
に
つ
い
て
も
補
助
金
制
度
を
削

減
・
撤
廃
す
る
よ
う
圧
力
を
強
め
て
い
る
。

●
途
上
国
へ
の
優
遇
措
置

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
／
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
他
の
国
際
法
体
制
と
同

様
に
主
権
平
等
を
基
本
原
則
と
す
る
。
こ
れ
は
裏

を
返
せ
ば
、
途
上
国
で
あ
る
か
先
進
国
で
あ
る
か

に
関
わ
ら
ず
全
て
の
加
盟
国
が
条
約
上
の
義
務
と

し
て
一
様
に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
／
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
を
遵
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
発
展
段
階
の
異
な
る
国
家
を
一
律
に
扱
い
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
を
全
加
盟
国
に
同
様
に
適
用
す
る

の
は
現
実
問
題
と
し
て
難
し
い
。
ま
た
、
先
進
国

と
途
上
国
を
同
等
の
貿
易
相
手
国
と
し
て
扱
う
と
、

競
争
力
の
な
い
途
上
国
製
品
の
輸
出
が
増
え
な
い

と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
る
。
貿
易
を
通
じ
て
途
上

国
の
経
済
開
発
を
促
進
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

途
上
国
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
は
先
進
国
と
は
異
な

る
特
別
な
考
慮
を
払
う
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

途
上
国
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け
入
れ
、
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｔ
／
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
い
わ
ゆ
る
「
特
別
か
つ
異
な
る

待
遇
」（special and differential treatm

ent

＝
Ｓ

＆
Ｄ
）
の
考
え
方
を
導
入
し
た
。
Ｓ
＆
Ｄ
に
よ
り
、

途
上
国
を
よ
り
有
利
な
条
件
で
遇
す
る
こ
と
（
例

え
ば
協
定
の
義
務
免
除
や
特
恵
関
税
の
供
与
な

ど
）
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ

／
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
扱
う
領
域
が
増
え
る
に
従
い
、
様
々

な
場
面
で
Ｓ
＆
Ｄ
の
精
神
に
基
づ
い
た
途
上
国
に

対
す
る
柔
軟
な
措
置
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
二
○
○
三
年
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
治
療
薬

の
コ
ピ
ー
薬
の
輸
出
を
容
認
す
る
決
定
を
行
っ
た

の
も
、
Ｓ
＆
Ｄ
の
一
環
と
い
え
る
。

し
か
し
、
Ｓ
＆
Ｄ
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
中
で
必
ず

し
も
確
固
た
る
制
度
と
し
て
存
在
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
「
途
上

国
」
に
は
確
立
し
た
定
義
は
な
く
、
ま
た
Ｓ
＆
Ｄ

の
規
定
内
容
も
曖
昧
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
様
々

な
立
場
に
立
つ
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｓ
＆
Ｄ
を

恣
意
的
に
解
釈
・
運
用
し
始
め
て
お
り
、
途
上
国

に
よ
る
安
易
な
Ｓ
＆
Ｄ
要
求
が
目
に
付
く
一
方
で
、

途
上
国
に
よ
る
Ｓ
＆
Ｄ
要
求
の
広
が
り
に
対
し
て

否
定
的
な
姿
勢
を
示
す
先
進
国
も
増
え
て
き
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｄ
Ｄ
Ａ
で
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ

協
定
に
係
わ
る
全
て
の
Ｓ
＆
Ｄ
関
連
事
項
の
見
直

し
作
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
既
に
述

べ
た
農
業
分
野
に
お
け
る
最
貧
国
へ
の
無
税
・
無

枠
措
置
の
供
与
を
は
じ
め
、
最
貧
国
に
よ
る
ウ
ェ

ー
バ
ー
（
義
務
免
除
）
申
請
に
対
し
て
は
前
向
き

に
検
討
す
る
、
最
貧
国
の
協
定
履
行
に
一
定
の
猶

予
期
間
を
認
め
る
、
な
ど
に
つ
い
て
合
意
が
成
立

し
て
い
る
。
し
か
し
、
途
上
国
が
求
め
て
い
る
よ

う
な
法
的
基
盤
の
強
化
に
は
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、

Ｓ
＆
Ｄ
の
拡
充
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
が
続
い
て
い
る
。

●
Ｇ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
途
上
国
支
援

途
上
国
が
貿
易
を
通
じ
た
開
発
を
促
進
し
て
い

く
た
め
の
支
援
策
を
提
供
し
て
い
る
の
は
、
多
国

間
枠
組
み
で
あ
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
だ
け
で
は
な
い
。
先
進

各
国
が
個
別
に
進
め
て
い
る
政
策
も
途
上
国
の
輸

出
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
政

策
措
置
の
中
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

一
般
特
恵
関
税
制
度
（G

eneralized System
 of 

Preferences

＝
Ｇ
Ｓ
Ｐ
）
で
あ
ろ
う
。

Ｇ
Ｓ
Ｐ
は
途
上
国
の
輸
出
増
大
を
図
る
た
め
に

途
上
国
産
品
に
対
し
一
般
の
関
税
率
よ
り
も
低
い

特
恵
税
率
を
適
用
す
る
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。
途

上
国
に
対
す
る
Ｓ
＆
Ｄ
の
代
表
的
な
制
度
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
い
ち
早
く
導
入
し
、
現
在
で
は

日
本
も
含
め
多
く
の
先
進
国
が
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
途
上
国
か
ら
の
輸
入

は
全
体
の
ご
く
僅
か
し
か
占
め
な
い
場
合
が
多
く
、

最
近
で
は
Ｇ
Ｓ
Ｐ
の
効
果
に
疑
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
よ
っ
て
先

進
国
の
一
般
的
な
関
税
水
準
は
大
幅
に
低
下
し
て

き
て
お
り
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
特
恵
の
効
果
は
Ｇ
Ｓ

Ｐ
導
入
当
初
と
比
べ
て
か
な
り
薄
れ
て
き
て
い
る
。

Ｄ
Ｄ
Ａ
で
は
ラ
ウ
ン
ド
合
意
に
基
づ
く
関
税
引
き

下
げ
が
Ｇ
Ｓ
Ｐ
の
優
遇
効
果
の
さ
ら
な
る
減
少
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
途
上
国
は
そ
れ
に
対
す
る
補

償
を
要
求
し
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
議
論

は
殆
ど
進
ん
で
い
な
い
。

●
Ｆ
Ｔ
Ａ
化
を
図
る
コ
ト
ヌ
協
定

全
て
の
途
上
国
を
対
象
と
す
る
Ｇ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
、

歴
史
的
、
政
治
的
に
特
殊
な
関
係
を
有
す
る
特
定

の
途
上
国
に
特
恵
を
与
え
る
仕
組
み
を
備
え
て
い
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る
先
進
国
も
あ
る
。
例
え
ば
Ｅ
Ｕ
は
ロ
メ
協
定

（
一
九
七
六
〜
二
○
○
○
年
）
及
び
そ
の
後
継
で

あ
る
コ
ト
ヌ
協
定
（
二
○
○
○
年
〜
）
を
通
じ
て
、

ア
フ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
・
太
平
洋
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
諸

国
（
七
七
カ
国
・
地
域
）
に
対
し
特
別
な
待
遇
を

与
え
て
き
た
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
諸
国
は
砂
糖
や
バ
ナ
ナ
な

ど
農
産
品
輸
出
に
関
し
て
他
国
よ
り
有
利
な
条
件

で
Ｅ
Ｕ
市
場
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
を
は
じ
め
、

投
資
、
金
融
な
ど
の
分
野
で
も
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
開
発

協
力
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
も
中
米

・
カ
リ
ブ
海
諸
国
に
対
す
る
特
恵
制
度
や
サ
ブ
サ

ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
向
け
の
特
恵
制
度
（
ア
フ

リ
カ
成
長
機
会
法
＝
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ａ
）
を
国
内
法
と
し

て
制
定
し
、
こ
れ
ら
諸
国
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
向
け

輸
出
の
増
大
を
図
っ
て
い
る
。

ロ
メ
／
コ
ト
ヌ
協
定
は
途
上
国
の
貿
易
を
奨
励

し
経
済
開
発
に
貢
献
す
る
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、

一
部
の
途
上
国
に
の
み
特
恵
を
与
え
て
い
る
点
が

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
違
反
す
る
と
判
断
さ
れ
た
。
Ｓ
＆

Ｄ
は
原
則
と
し
て
全
て
の
途
上
国
に
対
し
て
無
差

別
に
供
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
に

反
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
ト
ヌ
協
定
は
当
面

の
措
置
と
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
を

取
得
し
、
協
定
違
反
に
対
す
る
批
判
を
か
わ
し
て

い
る
が
、
制
度
の
改
定
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

コ
ト
ヌ
協
定
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
整
合
性
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
①
コ
ト
ヌ
協
定
に
規
定
さ
れ
て
い
る
特

恵
を
全
て
の
途
上
国
が
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

②
特
定
国
間
に
お
け
る
特
恵
の
相
互
供
与
を
認
め

て
い
る
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
と
し
て
存
続

さ
せ
る
、
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｅ
Ｕ
と
Ａ
Ｃ
Ｐ
諸
国
は
後
者
の
方
法
を
選
ん
だ
が
、

コ
ト
ヌ
協
定
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め

に
は
、
す
べ
て
の
当
事
国
が
段
階
的
に
貿
易
障
壁

を
取
り
除
き
自
由
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

全
体
で
一
つ
の
自
由
貿
易
地
域
を
形
成
す
る
の
は

難
し
い
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
諸
国
を
地
理
的
な
要

件
や
既
存
の
経
済
統
合
関
係
を
基
礎
に
七
グ
ル
ー

プ
に
分
割
し
、
各
グ
ル
ー
プ
と
Ｅ
Ｕ
と
の
間
で
Ｆ

Ｔ
Ａ
を
締
結
す
る
と
し
て
い
る
。

コ
ト
ヌ
協
定
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
化
は
Ｅ
Ｕ
│

Ａ
Ｃ
Ｐ
諸

国
間
の
貿
易
増
大
を
も
た
ら
し
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
諸
国
の

経
済
成
長
や
貧
困
削
減
に
重
要
な
貢
献
を
果
た
す

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
貧
国
を
多
く

含
む
Ａ
Ｃ
Ｐ
諸
国
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
と
同
じ
条
件
の

自
由
化
義
務
を
課
す
こ
と
が
、
そ
れ
ら
の
国
々
の

経
済
発
展
に
本
当
に
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
、
却
っ

て
国
内
産
業
に
打
撃
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
っ
た
疑
問
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
中
か
ら
も
出
て

き
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
場
で
も
先
進
国
と
の
Ｆ
Ｔ

Ａ
に
参
加
す
る
途
上
国
に
対
し
て
は
、
自
由
化
の

期
限
や
対
象
品
目
な
ど
に
一
定
の
柔
軟
性
を
認
め

る
べ
き
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｄ
Ａ

に
お
け
る
Ｓ
＆
Ｄ
待
遇
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
の
か

と
い
う
議
論
は
、
各
国
の
貿
易
政
策
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

●
援
助
よ
り
も
貿
易
を
、
資
金
よ
り
も

制
度
を

途
上
国
は
貧
困
削
減
に
向
け
て
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲

げ
ら
れ
た
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
先

進
国
は
そ
う
し
た
途
上
国
の
取
り
組
み
に
対
し
て

最
も
効
果
的
な
支
援
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
た
資
金
援
助
が
適
切
な
場
合
も
あ

れ
ば
、
債
務
削
減
あ
る
い
は
技
術
協
力
な
ど
の
措

置
で
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
も
あ
る
。

途
上
国
が
貿
易
を
通
じ
た
開
発
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
多
く
の
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
よ
り

も
、
む
し
ろ
貿
易
に
関
す
る
国
際
ル
ー
ル
の
変
更

や
各
国
の
貿
易
・
産
業
政
策
の
変
更
を
通
じ
て
、

途
上
国
の
輸
出
拡
大
に
資
す
る
制
度
を
構
築
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
Ｄ
Ｄ
Ａ
で
は
、
途
上
国

の
視
点
に
立
っ
た
貿
易
制
度
を
提
供
す
る
こ
と
が

一
つ
の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
き
た
。
途
上
国

に
対
す
る
優
遇
措
置
を
無
制
限
に
認
め
る
の
は
バ

ラ
ン
ス
を
欠
き
、
却
っ
て
途
上
国
の
自
立
性
を
損

な
う
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
先
進
各
国
は
自

国
の
利
益
に
の
み
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
Ｄ
Ｄ
Ａ

に
掲
げ
ら
れ
た
開
発
目
標
を
達
成
す
べ
く
、
自
ら

が
率
先
し
て
努
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
や 

な
い　

あ
き
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新

領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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保
健
・
医
療
は
生
命
や
健
康
、
生
活
の
質
に
直

接
関
わ
る
分
野
で
あ
り
、
開
発
や
貧
困
削
減
を
考

え
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
も
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
平
均
余
命

や
乳
幼
児
死
亡
率
、
周
産
期
医
療
関
連
の
指
標
改

善
等
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
医
薬
品
は

特
に
医
療
分
野
に
お
い
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
中
で
も
感
染
症
の
よ
う
に
直
接
生
命
の
脅
威

と
な
る
疾
病
の
治
療
薬
は
、
正
に
「
必
須
」
で
あ

り
、
こ
う
し
た
必
須
医
薬
品
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス

の
確
保
が
、
途
上
国
に
お
い
て
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
近
年
で
は
様
々
な
新
興
感
染
症
が
出

現
し
て
い
る
ほ
か
、
結
核
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

い
っ
た
古
く
か
ら
あ
る
感
染
症
に
も
変
異
種
、
新

種
が
登
場
し
て
お
り
、
感
染
症
に
対
す
る
医
薬
品

の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
途
上
国
の
経
済
発
展
に
既
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
か
つ
、
医
薬
品
ア
ク
セ
ス
問
題

の
象
徴
的
な
存
在
で
も
あ
る
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
の
問
題
を
中
心
に
論
じ
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

●
開
発
／
貧
困
削
減
と
必
須
医
薬
品

医
薬
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
と
な
り
得
る
も
の
は
主
に
四
つ
、
特
許
、
価
格
、

財
源
、
イ
ン
フ
ラ
／
人
的
資
源
で
あ
る
。
必
須
医

薬
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
問
題
を
考
え
る
上
で
は
、
ま

ず
特
許
の
位
置
付
け
を
正
し
く
理
解
す
る
必
要
が

あ
る
。
特
許
に
は
主
に
二
つ
の
利
点
が
あ
り
、
一

つ
は
知
識
や
情
報
の
伝
播
で
あ
る
。
特
許
の
公
開

に
よ
っ
て
他
者
の
研
究
開
発
が
促
進
さ
れ
る
と
同

時
に
、
研
究
開
発
へ
の
重
複
投
資
を
避
け
、
効
率

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
目
は
全
体
最
適

の
実
現
で
あ
る
。
特
に
医
薬
品
の
よ
う
に
開
発
の

失
敗
リ
ス
ク
が
高
い
一
方
で
、
模
倣
製
造
の
容
易

な
製
品
に
関
し
て
は
、
先
行
投
資
で
あ
る
研
究
開

発
へ
の
投
資
の
総
和
が
、
社
会
全
体
で
の
最
適
水

準
に
対
し
て
過
小
と
な
る
。
従
っ
て
、
特
許
に
よ

っ
て
開
発
成
功
後
の
独
占
権
を
保
証
す
る
こ
と
に

よ
り
、
過
小
投
資
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
特
許
の
問
題
点
と
し
て
は
、
私
的
独
占

の
弊
害
や
特
許
の
実
施
の
問
題
が
あ
る
。
独
占
の

弊
害
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
先
進
国
に
お
い
て
も
、

医
薬
品
価
格
や
製
薬
企
業
の
利
益
水
準
に
一
定
の

規
制
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
特
許
権
者
が
十

分
に
権
利
行
使
し
な
い
、
法
外
な
特
許
料
を
要
求

す
る
、
等
の
場
合
も
社
会
の
利
益
を
損
な
う
。
そ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
先
進
国
の
特
許
法
に
お
い

て
も
普
通
実
施
権
が
制
定
さ
れ
、
政
府
が
強
制
的

に
第
三
者
に
特
許
権
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
特
許
権
を
保
護
す
る
な
ら
ば
、
発
明
の

報
償
額
の
決
定
と
財
源
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
製

品
価
格
や
特
許
料
の
設
定
、
社
会
保
険
や
税
金
に

よ
る
コ
ス
ト
負
担
の
仕
組
み
が
問
題
と
な
る
。
民

間
営
利
企
業
で
あ
る
製
薬
企
業
は
、
株
主
価
値
を

最
大
化
す
る
責
務
を
負
っ
て
お
り
、
製
品
価
格
や

特
許
料
の
特
別
な
値
下
げ
に
つ
い
て
は
、
株
主
に

対
す
る
説
明
責
任
が
あ
る
。
株
主
に
は
一
般
の
個

人
株
主
の
他
に
、
機
関
投
資
家
も
存
在
す
る
が
、

そ
の
主
要
な
部
分
を
年
金
基
金
等
が
占
め
て
お
り
、

株
主
も
ま
た
社
会
的
な
存
在
の
一
部
で
あ
る
（
図

１
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
特
許
問
題
と
は
公
益

／
私
益
の
バ
ラ
ン
ス
問
題
で
は
あ
る
が
、
そ
の
両

者
は
相
互
に
関
連
し
て
お
り
、
現
状
の
バ
ラ
ン
ス

を
変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
特

許
権
の
制
限
に
よ
っ
て
公
益
の
増
進
を
図
っ
て
も
、

中
長
期
的
に
は
新
薬
開
発
の
停
滞
に
よ
っ
て
公
益

は
毀
損
さ
れ
る
。
ま
た
現
在
の
論
調
に
は
、
製
薬

企
業
に
過
大
な
負
担
を
強
い
る
も
の
が
多
い
が
、

問
題
が
一
私
企
業
の
対
応
範
囲
を
超
え
て
い
る
こ

と
、
企
業
も
最
終
的
に
は
社
会
的
な
利
益
の
枠
組

み
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
を
考
え
併
せ

必
須
医
薬
品
│
見
捨
て
ら
れ
た
途
上
国
の
生
命
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る
と
、
む
し
ろ
政
府
や
国
際

機
関
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
不

足
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
必
須
医
薬
品
へ
の
ア
ク

セ
ス
問
題
の
現
状
を
見
て
も
、

焦
点
は
既
に
財
源
や
イ
ン
フ

ラ
・
人
的
資
源
の
不
足
に
移

っ
て
お
り
、
正
に
政
府
や
国

際
機
関
の
取
り
組
み
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
と
必
須
医
薬
品

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
問

題
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
要
素

を
包
含
す
る
、
包
括
的
、
か

つ
、
象
徴
的
な
問
題
で
あ
る
。

当
初
は
治
療
の
手
立
て
の
無

い
死
の
病
で
あ
っ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
も
、
そ
の
後
有

効
な
抗
ウ
ィ
ル
ス
薬
（A

nti-

R
etroviral

＝
以
下
、
Ａ
Ｒ

Ｖ
）
が
開
発
さ
れ
、
一
九
九

○
年
代
後
半
の
多
剤
併
用
療

法
（
数
種
類
の
Ａ
Ｒ
Ｖ
を
組

み
合
わ
せ
る
投
与
方
法
）
の

開
発
に
よ
っ
て
、
エ
イ
ズ
ウ

ィ
ル
ス
の
活
動
を
検
出
可
能

レ
ベ
ル
以
下
に
ま
で
抑
え
込

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
先
進
国
で
は
、

こ
の
よ
う
な
権
利
は
先
進
国
の
特
許
法
で
も
認
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
特
許
権
の
保
護
強

化
の
世
界
的
な
流
れ
の
中
で
、
ド
ー
ハ
宣
言
に
よ

っ
て
改
め
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
や
は
り
重
要
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
Ａ
Ｒ
Ｖ
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
拡
大
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
依
然
と
し
て
課

題
が
山
積
し
て
い
た
。
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療

従
事
者
の
拡
充
、
検
査
・
治
療
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
う
医
療
施
設
の
整
備
、
Ａ
Ｒ
Ｖ
を
は
じ
め
と

す
る
医
薬
品
や
医
療
資
材
の
購
入
、
そ
れ
ら
を
末

端
ま
で
届
け
る
物
流
機
能
の
構
築
、
そ
の
た
め
の

政
府
予
算
の
確
保
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
不
足
し
て

い
た
。

そ
こ
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
主
導
の
下
、
世
界
的
な
資
金
調

達
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
Ａ
Ｒ
Ｖ
ア
ク
セ
ス
拡
大
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
資
金
調
達
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
し
て
は
、
二
○
○
二
年
一
月
に
世
界
エ

イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
（
以
下
、
世

界
基
金
）
が
設
立
さ
れ
た
。
各
国
か
ら
の
拠
出
金

を
中
心
に
世
界
か
ら
資
金
が
集
め
ら
れ
、
治
療
を

中
心
と
す
る
幅
広
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
資
金
が
供

給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｒ
Ｖ
ア
ク

セ
ス
拡
大
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
し
て
は
「
ス
リ
ー

・
バ
イ
・
フ
ァ
イ
ブ
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
三
○

○
万
人
へ
の
Ａ
Ｒ
Ｖ
治
療
を
二
○
○
五
年
ま
で
に

達
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
国
際
社
会
と
し
て
の
大
き
な
一
歩
が

踏
み
出
さ
れ
た
が
、
実
際
の
状
況
は
容
易
で
は
な

い
。
世
界
基
金
に
つ
い
て
は
二
○
○
二
年
の
資
金

供
給
開
始
か
ら
二
○
○
五
年
に
か
け
て
、
総
額
四

エ
イ
ズ
は
死
の
病
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
Ａ
Ｒ
Ｖ

の
価
格
は
年
間
数
万
ド
ル
と
非
常
に
高
価
で
あ
り
、

途
上
国
の
国
民
に
は
手
の
届
く
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
世
界
の
患
者
・
感
染
者
、
エ
イ
ズ
に
よ
る
死

者
の
ほ
と
ん
ど
が
途
上
国
に
集
中
す
る
中
、
先
進

国
で
は
助
か
る
生
命
が
途
上
国
で
は
死
を
待
つ
し

か
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
Ａ
Ｒ
Ｖ
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
患
者
・
感
染
者
の
活
動
が
拡

大
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
自
国
政
府
に
対
し

て
は
Ａ
Ｒ
Ｖ
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
求
め
る
と
同
時
に
、
Ａ
Ｒ
Ｖ
が
高
価
格

で
あ
る
原
因
と
し
て
特
許
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
た
。

●
国
際
社
会
の
取
り
組
み

一
九
九
○
年
代
、
世
界
的
に
は
特
許
制
度
の
国

際
的
な
統
一
化
を
図
る
流
れ
が
あ
り
、
世
界
貿
易

機
構
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
場
に
お
い
て
は
、
途
上
国
に

お
い
て
も
先
進
国
並
み
の
特
許
保
護
を
行
う
方
向

で
法
制
度
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し

た
流
れ
は
、
途
上
国
に
お
け
る
先
進
国
製
薬
企
業

の
独
占
権
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ａ
Ｒ
Ｖ
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
患
者
・
感
染
者
の
運
動
と

は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
状
況
に
対
し
、
様
々
な
衝
突
と
軋
轢
を
経
な

が
ら
も
、
国
際
社
会
と
し
て
一
定
の
対
処
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。
即
ち
、
二
○
○
一
年
一
一
月
の

Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
ド
ー
ハ
宣
言
に
よ
っ
て
、
途
上
国
政
府

は
特
許
保
護
義
務
を
留
保
し
、
自
国
向
け
に
Ａ
Ｒ

Ｖ
を
製
造
す
る
一
定
の
権
利
（
強
制
実
施
権
）
を

有
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
先
に
述
べ
た
通
り
、

必
須
医
薬
品
へ
の
ア
ク
セ
ス 

特
許 

価
格 

財
源 

イ
ン
フ
ラ 

人
的
資
源 

メリット 研究開発の促進 過小投資の回避 

一定期間の私的 
独占 

特許権者による 
不十分な実施 

強制実施権 

知識の伝播 

新
薬
開
発 

国
民
／
社
会
的
利
益 

デメリット 

政府 

製薬企業 

株主代表訴訟 株主 
（年金基金等） 

企業の社会的責任 
（CSR） 株主の利益 

値引き販売 安価でのライセ 
ンス供与 

コスト負担 
（財源） 

価格／利益規制 

図 1　必須医薬品問題の構図

（出所）筆者作成。
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七
億
ド
ル
が
世
界
か
ら
拠
出
さ
れ
、
同
額
の
案
件

へ
の
資
金
供
給
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大

き
な
進
歩
で
は
あ
る
が
、
そ
の
歩
み
は
む
し
ろ
壁

に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。
毎
年
の
新
規
案
件
承
認
額

は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
（
二
○
○
二
年
よ
り
毎

年
五
・
六
億
ド
ル
、
一
四
・
九
億
ド
ル
、
一
○
・

四
億
ド
ル
、
三
・
八
億
ド
ル
）、
こ
れ
ま
で
伸
び

続
け
て
き
た
各
国
か
ら
の
拠
出
金
も
、
二
○
○
五

年
に
初
め
て
減
少
し
た
（
一
四
・
二
億
ド
ル
、
前

年
比
八
％
減
）。
資
金
拠
出
は
毎
年
各
国
政
府
の

自
主
的
判
断
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
性
・

安
定
性
に
欠
け
、
長
期
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

必
要
な
Ａ
Ｒ
Ｖ
治
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
間
に
は

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
複
数
年
で
の
資
金
提
供
を
約

束
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
が
構
想
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
帰
趨
は
予
断
を
ゆ
る
さ
な
い
。

一
方
、
ス
リ
ー
・
バ
イ
・
フ
ァ
イ
ブ
に
つ
い
て

も
、
そ
の
進
捗
は
芳
し
く
な
い
。
途
上
国
政
府
を

実
施
主
体
に
据
え
な
が
ら
も
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
そ
の
専

門
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
全
面
的
な
支
援
が
行

わ
れ
て
き
た
が
、
二
○
○
五
年
六
月
時
点
で
Ａ
Ｒ

Ｖ
治
療
を
受
け
て
い
る
途
上
国
の
患
者
・
感
染
者

は
約
一
○
○
万
人
に
留
ま
っ
て
い
る
。
二
○
○
四

年
一
二
月
時
点
の
七
○
万
人
か
ら
は
拡
大
し
て
い

る
も
の
の
、
当
初
目
標
で
あ
っ
た
一
六
○
万
人
に

は
届
か
な
か
っ
た
。
最
終
的
な
達
成
人
数
は
二
○

○
六
年
一
月
頃
に
発
表
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
が
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
既
に
三
○
○
万
人
と
い
う
目
標
が
達

成
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ス
リ
ー
・
バ

イ
・
フ
ァ
イ
ブ
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
要
因
と
し

て
、
幾
つ
か
の
途
上
国
に
お
い
て
政
府
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
シ
ス
テ
ム
が
迅
速
か
つ
効
率
的
に
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
を
解
消
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
医
療
従
事
者
の

深
刻
な
不
足
、
必
要
な
資
金
の
欠
乏
、
様
々
な
資

源
が
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
妨

げ
た
官
僚
的
な
遅
延
、
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る

根
強
い
偏
見
、
の
六
点
を
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
合
団
体

は
挙
げ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は

Ａ
Ｒ
Ｖ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
絶
望
的
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
ス
リ
ー
・
バ
イ
・
フ
ァ
イ
ブ
の
実

績
は
大
き
な
一
歩
で
は
あ
る
（
表
１
参
照
）。
今

後
二
○
一
五
年
へ
向
け
て
、
新
た
に
ど
の
よ
う
な

目
標
が
設
定
さ
れ
、
建
て
直
し
が
図
ら
れ
て
ゆ
く

の
か
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
各
国
政
府
の
取
り
組
み

先
進
国
政
府
の
取
り
組
み
と
し
て
最
も
注
目
す

べ
き
は
、
米
国
の
大
統
領
エ
イ
ズ
救
済
緊
急
計
画

（President ’s E
m

ergency Plan for A
ID

S R
elief

＝
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
米
国

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
一
挙
に
三
倍
に
増
や
し
、

ア
フ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
地
域
を
中
心
と
す
る
一
五

カ
国
を
対
象
に
、
二
○
○
四
年
か
ら
の
五
年
間
で

総
額
一
五
○
億
ド
ル
を
投
入
、
二
○
○
万
人
へ
の

Ａ
Ｒ
Ｖ
治
療
実
施
等
を
目
指
し
て
い
る
。
既
に
二

○
○
四
年
度
、
二
○
○
五
年
度
で
五
○
億
ド
ル
以

上
の
予
算
が
議
会
で
承
認
さ
れ
、
二
○
○
五
年
九

月
末
現
在
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
地
域
（
サ

ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
ア
フ
リ
カ
地
域
）
を
中
心
に
、

四
○
万
人
に
対
す
る
Ａ
Ｒ
Ｖ
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｒ
Ｖ
へ
の
ア
ク
セ
ス
拡
大
を

中
心
に
大
規
模
な
資
金
投
入
が
行
わ
れ
、
一
定
の

実
績
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
で
あ
る

が
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
も
指
摘
で
き
よ
う
。
第

一
に
は
Ａ
Ｒ
Ｖ
へ
の
ア
ク
セ
ス
拡
大
の
内
容
と
そ

の
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
は
極
め
て
包

括
的
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

「
Ａ
Ｒ
Ｖ
治
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
政
策
立
案

支
援
、
組
織
強
化
、
医
療
従
事
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。

前
出
の
四
○
万
人
の
内
、
米
国
政
府
が
直
接
的
に

治療を受けている人数 カバー率 治療を要する人数（未受療）

南アフリカ 97,000 ～ 138,000 10～14％ 866,000

ウガンダ 52,000 ～ 64,000 35～43％ 90,000

ケニア 33,000 ～ 46,000 12～17％ 233,000

ナイジェリア 28,000 ～ 48,000 4～8％ 598,000

ザンビア 26,000～ 33,000 14～18％ 153,000

マラウィ 18,000～ 23,000 11～14％ 150,000

エチオピア 15,000～ 19,000 5～7％ 261,000

カメルーン 12,000～ 20,000 11～19％ 92,000

コートジボアール 11,000～ 19,000 10～17％ 96,000

モザンビーク 11,000～ 13,000 5～6％ 204,000

ジンバブエ 9,500～ 16,000 3～5％ 308,000

タンザニア 5,500～ 9,500 2～3％ 307,000

コンゴ民主共和国 5,000～ 6,000 2～3％ 203,000

ガーナ 2,500～ 3,000 4～5％ 58,000

スーダン ～ 500 ～1％ 62,000

表 1　ARV治療を受けている患者・感染者数（アフリカ） （人）

（出所）WHO,“Progress on Global Access to HIV Antiretroviral Therapy, An update on‘3 by 5’,”
June, 2005.
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支
援
す
る
医
療
施
設
で
Ａ
Ｒ
Ｖ
を
提
供
さ
れ
た
患

者
・
感
染
者
は
二
五
万
人
程
度
に
留
ま
る
（
も
ち

ろ
ん
間
接
支
援
は
重
要
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｒ
Ｖ
治
療

を
提
供
し
た
人
数
と
し
て
は
、「
水
増
し
」
と
の

感
が
否
め
な
い
）。
ま
た
、
全
期
間
の
三
分
の
一

が
経
過
し
た
時
点
で
、
目
標
二
○
○
万
人
の
二
割

に
し
か
達
し
て
お
ら
ず
、
進
捗
状
況
は
芳
し
い
と

は
言
え
な
い
。

第
二
に
は
、
先
に
述
べ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
と
の
調
整
で
あ
る
。
二
○
○
四
年
四
月
に

は
米
国
と
国
連
の
間
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
に

あ
た
っ
て
の
共
通
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
関
す
る
一

定
の
合
意
が
な
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

二
国
間
援
助
が
外
交
の
戦
略
的
ツ
ー
ル
と
位
置
付

け
ら
れ
る
流
れ
の
中
で
、
国
際
的
な
協
調
よ
り
も

自
国
の
利
益
が
優
先
さ
れ
る
懸
念
は
拭
い
き
れ
な

い
。
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
に
も
世
界
基
金
へ
の
資
金
提

供
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
総
額
の
七
％
弱
（
五
年

で
一
○
億
ド
ル
）
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
二
国

間
と
多
国
間
の
枠
組
み
が
共
存
す
る
現
状
は
、
多

様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
が
期
待
で
き
る

反
面
、
そ
の
非
効
率
性
か
ら
資
源
の
有
効
活
用
や

迅
速
な
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
の
足
枷
と
な
る
懸
念
が

強
い
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
合
団
体
よ
り
指
摘
さ
れ
た
問

題
点
は
、
正
に
そ
の
懸
念
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

●
民
間
企
業
の
取
り
組
み

民
間
企
業
に
お
い
て
も
、
様
々
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
製
薬
企
業
で
は
途
上
国
へ
の

値
引
き
販
売
の
他
、
途
上
国
の
製
薬
企
業
に
対
す

る
製
造
販
売
の
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
が
行
わ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
主
要
な
Ａ
Ｒ
Ｖ
メ
ー
カ
ー
の
一
つ

で
あ
る
英
国
の
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
社

は
、
二
○
○
四
年
一
二
月
に
南
ア
フ
リ
カ
の
バ
イ

オ
テ
ッ
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ
社
に
自
社
Ａ
Ｒ
Ｖ

の
製
造
販
売
ラ
イ
セ
ン
ス
を
供
与
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
途
上
国
に
お
け
る
同
社
の
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与

は
五
社
目
と
な
っ
た
（
南
ア
フ
リ
カ
四
社
、
ケ
ニ

ア
一
社
）。

ま
た
、
ハ
イ
ネ
ケ
ン
や
コ
カ
コ
ー
ラ
、
ダ
イ
ム

ラ
ー
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
い
っ
た
多
国
籍
企
業
は
、

世
界
基
金
と
の
協
力
の
下
、
途
上
国
の
製
造
販
売

拠
点
等
に
お
い
て
社
員
・
家
族
、
地
域
住
民
を
対

象
に
、
様
々
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
は
離
れ
る
が
、
ス
イ

ス
の
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
社
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
同

社
熱
帯
病
研
究
所
に
お
い
て
、
デ
ン
グ
熱
の
治
療

薬
開
発
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
途
上
国
に

特
有
の
感
染
症
に
つ
い
て
は
先
進
国
で
の
ニ
ー
ズ

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
治
療
薬
の
開
発
自
体
が

行
わ
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、「
ネ
グ
レ
ク
テ
ッ
ド

・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
」
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
民
間
企
業
は
常
に
株

主
の
利
益
に
合
致
す
る
よ
う
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

を
求
め
る
に
も
限
界
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
近

年
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
が
注
目
を

集
め
て
い
る
。
年
金
基
金
等
の
機
関
投
資
家
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
配
慮
を
投
資
先
の
選
定
基
準
と
し
て

採
用
し
始
め
て
お
り
、
英
国
で
は
そ
の
旨
が
法
制

化
さ
れ
て
い
る
。
民
間
の
営
利
企
業
と
し
て
も
、

投
資
先
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に
は
、
従
業
員
や

顧
客
、
地
域
社
会
を
含
む
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
利
益
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
市
民
社

会
の
良
き
一
員
と
し
て
真
摯
に
行
動
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
今
後
の
課
題

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
必
須
医
薬
品
へ

の
ア
ク
セ
ス
拡
大
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
こ
の
五

年
間
で
大
き
な
前
進
を
見
せ
て
き
た
。
そ
こ
に
は

国
連
や
サ
ミ
ッ
ト
等
に
お
け
る
先
進
諸
国
の
数
々

の
合
意
と
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
が
あ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
の
厳
し
い
現
状
を
見
る
に
つ
け
、
そ
の
取
り

組
み
度
合
い
は
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
最
近
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行

が
警
戒
さ
れ
る
な
か
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ウ

ィ
ル
ス
薬
の
備
蓄
問
題
で
各
国
政
府
が
特
許
と
強

制
実
施
権
の
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
て
お
り
、
ド
ー
ハ

宣
言
か
ら
四
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て

も
、
国
際
社
会
は
こ
の
問
題
を
円
滑
に
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
二
○
一
五
年
ま
で
あ

と
一
○
年
。
こ
の
五
年
間
の
進
捗
状
況
を
見
る
に

つ
け
、
世
界
の
貧
困
問
題
を
本
当
に
解
決
す
る
意

思
が
あ
る
な
ら
ば
、
一
段
の
取
り
組
み
強
化
が
図

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
こ 

う
の　

け
ん
い
ち
ろ
う
／
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ア
フ
リ
カ
日
本
協
議
会
会
員
）
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ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
13
と
し

て
「
最
貧
国
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
に
取
り
組
む
」
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
例
の
筆
頭

は
「
最
貧
国
か
ら
の
輸
入
品
に
対
す
る
無
関
税
・

無
枠
」
で
あ
る
。
無
枠
と
は
輸
入
数
量
制
限
が
な

い
こ
と
を
指
し
、
そ
の
重
要
な
対
象
の
一
つ
が
繊

維
・
衣
類
で
あ
る
。
繊
維
・
衣
類
に
つ
い
て
は
長

き
に
わ
た
る
貿
易
制
限
の
歴
史
が
あ
り
、
二
○
○

五
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
こ
の
管
理
貿
易
の
歴
史

が
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
後
述
の
よ

う
に
繊
維
・
衣
類
に
強
い
競
争
力
を
持
つ
中
国
の

対
米
・
Ｅ
Ｕ
輸
出
へ
の
規
制
は
復
活
し
た
が
、
そ

れ
以
外
の
国
に
対
す
る
数
量
制
限
は
撤
廃
さ
れ
た
。

同
品
目
は
最
貧
国
が
競
争
力
を
持
ち
得
て
い
る
数

少
な
い
工
業
品
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、

繊
維
・
衣
類
の
管
理
貿
易
か
ら
自
由
化
へ
の
歴
史

と
現
状
を
俯
瞰
し
、
将
来
を
展
望
す
る
。

●
先
進
国
の
貿
易
規
制
と
繊
維
製
品

一
般
に
貿
易
摩
擦
は
、
貿
易
不
均
衡
が
生
じ
て

い
る
国
々
の
間
の
主
要
貿
易
品
目
に
関
し
て
先
鋭

化
す
る
。
先
進
国
と
発
展
途
上
国
と
の
間
で
生
じ

る
貿
易
摩
擦
は
主
と
し
て
、
発
展
途
上
国
が
競
争

力
を
持
ち
始
め
る
軽
工
業
品
を
巡
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
典
型
が
繊
維
・
衣
類
で
あ
る
。

遡
れ
ば
一
九
五
○
年
代
に
は
日
本
か
ら
当
時
の

先
進
諸
国
へ
の
繊
維
製
品
の
輸
出
の
増
加
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
七
年
に
日
本
は
綿
製
品

の
輸
出
自
主
規
制
を
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
実
施
す

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
六
一
年
に
は
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と

日
本
等
ア
ジ
ア
諸
国
の
間
で
短
期
繊
維
取
り
決
め

（
Ｓ
Ｔ
Ａ
）
が
交
わ
さ
れ
、
そ
れ
は
翌
年
か
ら
一

九
七
四
年
ま
で
続
く
綿
製
品
の
長
期
取
り
決
め

（
Ｌ
Ｔ
Ａ
）
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
し
て
一
九
七

四
年
か
ら
は
多
繊
維
取
り
決
め
（
Ｍ
Ｆ
Ａ
）
が
発

効
し
、
貿
易
規
制
の
範
囲
が
綿
製
品
以
外
の
繊
維

製
品
に
拡
大
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
品
目
毎
に
年

間
輸
入
数
量
枠
（
ク
ォ
ー
タ
）
が
、
輸
入
国
か
ら

各
輸
出
国
に
対
し
て
指
定
さ
れ
、
各
輸
出
国
は
そ

の
ク
ォ
ー
タ
を
で
き
る
だ
け
一
○
○
％
満
た
す
よ

う
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
一
九
九

五
年
の
設
立
時
に
、
こ
の
繊
維
製
品
の
管
理
貿
易

体
制
を
解
消
す
る
た
め
の
「
繊
維
及
び
繊
維
製
品

（
衣
類
を
含
む
。）
に
関
す
る
協
定
」
を
定
め
、

そ
の
後
徐
々
に
ク
ォ
ー
タ
品
目
を
削
減
し
て
、
二

○
○
四
年
末
に
は
全
て
の
品
目
の
ク
ォ
ー
タ
を
撤

廃
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
二
○
○
五
年

一
月
一
日
に
Ｍ
Ｆ
Ａ
体
制
は
終
焉
を
迎
え
た
。

●
ア
ジ
ア
の
貧
困
削
減
と
繊
維
製
品
貿

易こ
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ
て
管
理
貿
易
が
続

く
中
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
繊
維
製
品
輸
出
の
主
役
で

あ
り
続
け
た
。
ま
た
近
代
的
な
紡
績
機
、
織
機
が

生
産
現
場
に
お
い
て
支
配
的
に
な
る
ま
で
の
間
は
、

繊
維
産
業
は
そ
の
上
流
（
紡
績
、
織
布
）
も
下
流

（
縫
製
）
も
労
働
力
を
集
約
的
に
用
い
る
典
型
的

な
労
働
集
約
産
業
で
あ
っ
た
。「
女
工
哀
史
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
厳
し
い
労
働
条
件
が
課
せ
ら
れ

た
反
面
、
そ
れ
は
女
性
労
働
者
の
大
規
模
な
雇
用

機
会
を
生
み
出
し
、
徐
々
に
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ

労
働
者
に
、
輸
出
指
向
経
済
発
展
の
恩
恵
を
分
け

与
え
て
い
っ
た
。

こ
の
間
、
繊
維
製
品
貿
易
の
主
役
は
い
わ
ゆ
る

「
雁
行
形
態
」
的
に
交
替
し
て
い
っ
た
。
一
九
五

○
年
代
に
は
日
本
、
イ
ン
ド
、
香
港
が
ア
ジ
ア
に

お
け
る
綿
製
品
輸
出
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
徐
々

に
韓
国
や
台
湾
が
台
頭
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
か

ら
Ｌ
Ｔ
Ａ
、
さ
ら
に
は
Ｍ
Ｆ
Ａ
へ
と
展
開
す
る
管

理
貿
易
体
制
が
堅
固
な
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
日

本
の
国
民
所
得
が
上
昇
し
て
賃
金
が
高
ま
っ
て
く

繊
維
製
品
貿
易
│
自
由
化
の
帰
趨

特集／貧困削減─先進国に向けられる目

山
形
辰
史

特
集
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る
と
、
日
本
の
繊
維
企
業
は
周
辺
の
東
・
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
へ
と
直
接
投
資
を
増
や
し
、
生
産
拠
点

を
移
し
て
い
っ
た
。
同
様
の
雁
行
形
態
的
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
韓
国
、
台
湾
、
香
港
に
も
作
用
し
、
こ
れ

ら
諸
国
・
経
済
か
ら
他
の
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
直
接

投
資
が
増
加
し
た
結
果
、
衣
類
の
輸
出
拠
点
は
東

南
ア
ジ
ア
お
よ
び
中
国
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

一
方
、
近
年
注
目
さ
れ
て
き
た
傾
向
は
、
東
・

東
南
ア
ジ
ア
の
中
進
国
を
追
う
形
で
、
衣
類
輸
出

を
顕
著
に
増
加
さ
せ
て
き
た
国
々
が
現
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
南
ア
ジ
ア
の
主
要
国
は
お
し
な

べ
て
衣
類
輸
出
を
伸
ば
し
て
い
る
。
中
で
も
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
は
後
発
発
展
途
上
国
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
ま
た

は
最
貧
国
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
世
界
で
一
二
位
の
衣
類
輸
出
国
と
な
っ
て
い

る
（
一
九
九
八
年
）。
衣
類
輸
出
は
同
国
の
輸
出

総
額
の
四
分
の
三
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
同

様
に
東
南
ア
ジ
ア
の
Ｌ
Ｄ
Ｃ
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

も
、
一
九
九
○
年
代
半
ば
以
降
、
大
き
く
衣
類
輸

出
を
伸
ば
し
て
い
る
。
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
に

も
衣
類
輸
出
を
大
き
く
増
加
さ
せ
た
国
が
あ
る
。

イ
ン
ド
洋
の
島
国
で
あ
る
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
は
一
九

八
○
年
代
か
ら
衣
類
輸
出
を
伸
ば
し
、
サ
ハ
ラ
以

南
ア
フ
リ
カ
で
有
数
の
衣
類
輸
出
国
と
な
っ
た
。

こ
の
他
、
レ
ソ
ト
、
南
ア
フ
リ
カ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
、
ケ
ニ
ア
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
も
、
ア
メ
リ
カ
や

Ｅ
Ｕ
の
提
供
す
る
輸
出
優
遇
政
策
を
活
用
し
て
衣

類
輸
出
を
増
や
し
た
。

●
ク
ォ
ー
タ
撤
廃
後
の
構
造
変
化

し
か
し
こ
れ
ら
低
所
得
国
の
衣
類
輸
出
増
は
、

こ
れ
ら
の
国
々
の
経
済
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
は

額
面
通
り
に
は
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う

の
は
、
前
述
の
よ
う
に
こ
れ
ら
低
所
得
国
の
衣
類

輸
出
増
は
管
理
貿
易
下
に
お
い
て
、
他
の
競
合
国

の
輸
出
に
も
ク
ォ
ー
タ
と
い
う
輸
出
上
限
枠
が
か

か
っ
た
中
で
の
輸
出
成
長
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

衣
類
を
含
む
繊
維
製
品
貿
易
が
二
○
○
五
年
一
月

一
日
以
降
完
全
に
自
由
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ
ら
低

所
得
国
の
縫
製
産
業
は
早
晩
競
争
力
を
失
う
と
の

見
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
二
○
○
四
年
半
ば
に

公
表
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
研
究
者
の
予
測
も
、
中
国

が
衣
類
市
場
を
席
巻
し
、
そ
れ
に
続
く
の
は
イ
ン

ド
ぐ
ら
い
で
、
他
の
低
所
得
国
は
成
長
を
続
け
る

見
込
み
が
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
た
。

翻
っ
て
二
○
○
五
年
一
月
以
降
、
同
年
九
月
の

時
点
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
デ
ー
タ
を
見
る
限

り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
研
究
者
や
他
の
大
方
の
予
測
で
示
唆

さ
れ
た
ほ
ど
の
壊
滅
的
影
響
が
縫
製
品
を
輸
出
す

る
全
て
の
低
所
得
国
に
生
じ
て
は
い
な
い
（
ア
メ

リ
カ
に
続
く
主
要
衣
類
市
場
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
一
五
カ

国
の
輸
入
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
研

究
者
の
予
測
は
中
国
、
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
的
中

し
、
両
国
か
ら
の
衣
類
輸
出
は
大
き
な
伸
び
を
示

し
て
い
る
。
最
新
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
中
国
は
、

そ
の
主
要
衣
類
輸
出
相
手
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
対

し
て
二
○
○
五
年
一
〜
九
月
に
か
け
て
前
年
同
期

比
六
八
・
九
％
の
成
長
を
遂
げ
た
。
こ
の
間
い
く

つ
か
の
低
所
得
国
は
中
国
製
衣
類
輸
出
の
急
増
に

攪
乱
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
順
調
に
対
米
衣
類
輸
出

を
伸
ば
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
南
ア
ジ
ア
四
カ

国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ハ
イ
チ
が

二
○
○
五
年
に
入
っ
て
か
ら
も
順
調
な
対
米
衣
類

輸
出
成
長
を
果
た
し
て
い
る
。
図
を
参
照
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
含
む
主
要
発
展
途
上
国
の

衣
類
輸
出
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
検
証
し
て
い
こ
う
。

二
○
○
五
年
初
め
か
ら
最
も
大
き
く
輸
出
を
伸

ば
し
た
の
が
中
国
で
、
こ
れ
に
次
ぐ
高
い
伸
び
率

を
示
し
て
い
る
の
が
イ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
ま
で
は

Ｗ
Ｔ
Ｏ
研
究
者
の
予
測
通
り
で
あ
っ
た
。
予
測
と

異
な
っ
て
い
た
の
は
、
イ
ン
ド
以
外
の
主
要
な
南

ア
ジ
ア
諸
国
が
、
高
水
準
か
つ
安
定
的
な
ア
メ
リ

カ
へ
の
衣
類
輸
出
の
伸
び
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

図
１
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
イ
ン
ド
は
二
○
○
五

年
九
月
ま
で
の
全
て
の
月
に
つ
い
て
、
一
○
％
台

後
半
か
ら
五
○
％
台
ま
で
の
高
い
成
長
率
を
記
録

し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
及
ば
ぬ
も
の
の
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
も
二
○
％
台
を
中
心
と

し
た
月
別
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。
特
に
注
目
さ

れ
る
の
は
、
輸
出
の
四
分
の
三
を
衣
類
に
依
存
し

て
お
り
、
低
価
格
帯
の
製
品
を
中
心
に
生
産
し
て

い
る
が
ゆ
え
に
、
自
由
化
の
悪
影
響
が
最
も
深
刻

で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
、

二
○
○
五
年
に
入
っ
て
か
ら
も
順
調
な
輸
出
の
伸

び
を
見
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
ク
ォ

ー
タ
制
度
廃
止
の
プ
ラ
ス
の
効
果
が
反
映
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ク
ォ
ー
タ

を
得
ら
れ
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
が
可
能

と
な
っ
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
暗
黙
裡
に
ク
ォ
ー
タ

配
分
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
新
規
参
入
外
資
企
業

が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
の
直
接
投
資
を
始
め
る
動

き
が
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
い
て
は
、
二
○
○
四
年
末
ま
で

図 1　アメリカに対する南アジアからの縫製品輸出（対前年同月変化率：％）
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に
噂
さ
れ
て
い
た
衣
類
産
業
危
機
論
は
後
退
し
て

い
る
。

こ
の
他
、
ネ
パ
ー
ル
の
衣
類
輸
出
は
縮
小
し
て

い
る
も
の
の
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
衣

類
輸
出
は
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
図
１
に
示
さ
れ

て
い
る
。
近
年
の
イ
ン
ド
経
済
の
成
長
お
よ
び
構

造
変
化
は
、
周
辺
国
の
同
様
の
変
化
を
想
起
さ
せ
、

東
ア
ジ
ア
と
劣
ら
ぬ
人
口
規
模
を
持
つ
こ
の
地
域

全
体
の
経
済
の
拡
大
と
技
術
進
歩
が
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

地
域
全
体
の
衣
類
輸
出
が
高
成
長
を
続
け
て
い

る
の
は
南
ア
ジ
ア
の
み
で
あ
る
。
二
○
○
四
年
末

ま
で
は
衣
類
輸
出
の
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
東
南
ア

ジ
ア
も
、
二
○
○
五
年
初
め
か
ら
い
く
つ
か
の
国

々
を
除
い
て
、
衣
類
輸
出
が
減
少
し
て
い
る
。
図

２
に
よ
れ
ば
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ

ア
と
い
っ
た
一
人
当
た
り
所
得
が
比
較
的
高
い
国

々
で
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
衣
類
輸
出
が
大
き
く
落

ち
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
も
四
月
以
降

は
減
少
に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

対
照
的
に
一
貫
し
て
高
成
長
を
維
持
し
て
い
る

の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
あ
る
。
両

国
の
衣
類
輸
出
成
長
率
は
前
年
同
月
比
で
二
○
％

の
線
を
中
心
に
変
動
し
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
同
様
、
他
の
発
展
途
上
国
よ

り
後
発
の
Ｌ
Ｄ
Ｃ
と
分
類
さ
れ
て
い
る
う
え
、
輸

出
の
四
分
の
三
程
度
を
衣
類
に
依
存
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
二
○
○
五
年
初
め
の
衣
類
貿
易
自

由
化
の
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
お
い
て
は
縫
製
工
場
の
労
働
条
件
や
最
低

賃
金
に
関
す
る
監
視
が
厳
し
く
、
そ
の
輸
出
は
ア

メ
リ
カ
の
消
費
者
団
体
や
労
働
組
合
か
ら
問
題
視

さ
れ
に
く
い
こ
と
が
、
競
争
上
有
利
に
働
い
た
と

い
う
見
方
が
あ
る
。

サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
中
で
は
モ
ー
リ

シ
ャ
ス
が
衣
類
輸
出
の
先
発
国
で
あ
っ
た
が
、
同

国
は
既
に
一
人
当
た
り
所
得
が
上
昇
し
、
衣
類
の

国
際
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
同
様
に
平
均
一

人
当
た
り
所
得
の
高
い
南
ア
フ
リ
カ
と
共
に
衣
類

輸
出
を
縮
小
し
て
い
る
（
図
３
）。
こ
れ
ら
以
外

に
レ
ソ
ト
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ケ
ニ
ア
、
ス
ワ
ジ

ラ
ン
ド
と
い
っ
た
国
々
が
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
法

で
あ
る
ア
フ
リ
カ
成
長
機
会
法
（
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ａ
）
に

基
づ
く
免
税
措
置
を
活
用
し
、
二
○
○
四
年
ま
で

に
ア
メ
リ
カ
へ
の
衣
類
輸
出
を
大
幅
に
伸
ば
し
て

き
た
。
し
か
し
、
二
○
○
五
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、

そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
輸
出
の
増
勢
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
国
々
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
衣
類
輸
出

は
横
這
い
、
ま
た
は
微
減
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
つ
い
最
近
、
そ
れ
ま
で
公
表
が
控
え
ら

れ
て
き
た
二
○
○
五
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
の
Ｅ

Ｕ
の
輸
入
デ
ー
タ
が
一
気
に
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
Ｅ
Ｕ
市
場
に
お
い
て
も
中
国
、
イ
ン
ド

の
輸
出
が
急
増
し
て
お
り
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
含
む
他
の
国
々
は
前
年
同
期
比
で

減
少
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
こ
の
変
化
は
、
Ｅ
Ｕ

へ
の
衣
類
の
輸
出
国
構
成
に
大
き
な
変
化
を
与
え

る
ま
で
の
も
の
で
は
な
い
。

●
中
国
と
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
中
国
の
世
界
の
繊
維
・

衣
類
市
場
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
は
、
中
国
の

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
時
に
既
に
折
り
込
み
済
み
で
あ
っ
た
。

二
○
○
五
年
初
め
の
自
由
化
後
に
中
国
製
繊
維
・

衣
類
の
輸
入
が
激
増
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
ア
メ
リ

カ
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
条
件
と
し
て
二
○

○
八
年
ま
で
有
効
の
「
繊
維
特
別
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
」（
緊
急
輸
入
制
限
）
を
認
め
さ
せ
て
い
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
原
則
と
し
て
一
年
間
、
品
目
毎
に

輸
出
数
量
の
年
間
成
長
率
を
七
・
五
％
増
ま
で
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

二
○
○
四
年
一
二
月
の
時
点
で
中
国
政
府
は
衣

類
輸
出
の
大
幅
な
伸
び
と
、
そ
れ
に
伴
う
貿
易
摩

擦
を
予
期
し
、
こ
の
勢
い
を
抑
え
る
た
め
に
繊
維

・
衣
類
輸
出
に
輸
出
税
を
課
し
始
め
た
。
果
た
し

て
予
想
通
り
二
○
○
五
年
一
月
の
中
国
製
衣
類
の

輸
出
増
は
、
ア
メ
リ
カ
で
前
年
同
月
比
約
三
○
％

増
、
Ｅ
Ｕ
は
四
六
・
五
％
増
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
ア
メ
リ
カ
は
、
五
月
に
衣
類
七
品
目
に
関

し
て
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
発
動
を
発
表
し
た
。
同
時
期
、

Ｅ
Ｕ
も
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
発
動
を
視
野
に
入
れ
、
中

国
に
衣
類
輸
出
の
規
制
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し

中
国
は
、
当
初
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
、
報
復
と
し

て
前
年
末
に
課
し
始
め
た
繊
維
・
衣
類
輸
出
税
を

撤
廃
し
た
。
し
か
し
六
月
一
○
日
に
中
国
と
Ｅ
Ｕ

の
間
に
合
意
が
成
立
し
、
Ｅ
Ｕ
が
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
亜

麻
糸
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
発
動
を
取
り
や
め
る
代
わ

り
に
二
○
○
八
年
ま
で
中
国
が
Ｅ
Ｕ
へ
の
繊
維
・

衣
類
輸
出
を
年
間
約
一
○
％
に
抑
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
急
激
な
貿
易
制
限
は
、

数
カ
月
先
を
見
越
し
て
注
文
、
生
産
を
行
う
国
際

衣
類
取
引
の
慣
行
に
合
わ
な
い
も
の
で
、
結
果
と

し
て
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
国
境
に
は
、
発
注
さ
れ
た
も
の

図 2　アメリカに対する東南アジアからの縫製品輸出（対前年同月変化率：％）
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の
輸
入
の
認
め
ら
れ
な
い
衣
類
が
山
積
み
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
結
局
九
月
に
再
調
整
の
た
め
の
新

協
定
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
繊
維
摩
擦
の
解
決

は
難
航
し
た
。
協
議
が
幾
度
と
な
く
開
か
れ
、
そ

れ
が
決
裂
す
る
と
ア
メ
リ
カ
は
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

対
象
品
目
を
増
や
す
、
と
い
っ
た
対
応
を
繰
り
返

し
た
。
一
○
月
に
入
る
と
ブ
ラ
ジ
ル
も
中
国
か
ら

の
繊
維
・
衣
類
輸
入
に
対
し
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
発

動
す
る
準
備
を
完
了
す
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ

Ｕ
以
外
の
輸
入
国
も
中
国
製
繊
維
・
衣
類
の
輸
入

増
に
神
経
を
と
が
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

結
局
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
は
一
一
月
八
日
に
、

二
○
○
六
年
一
月
一
日
よ
り
二
○
○
八
年
一
二
月

末
ま
で
の
三
年
間
有
効
の
包
括
繊
維
協
定
に
調
印

し
た
。
こ
れ
は
二
一
品
目
の
繊
維
・
衣
類
に
関
し

て
中
国
が
対
米
輸
出
量
を
、
二
○
○
六
年
に
は
前

年
比
で
一
○
〜
一
五
％
、
二
○
○
七
年
に
は
一
二

・
五
〜
一
六
％
、
二
○
○
八
年
に
は
一
五
〜
一
七

％
に
抑
制
し
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
ら
以
外
の
繊
維

・
衣
類
に
関
し
て
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
発
動
を
自
制
す

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
成
長
率
は
、

対
中
国
繊
維
特
別
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
に
お
い
て
認
め

ら
れ
る
七
・
五
％
よ
り
は
高
い
が
、
二
○
○
五
年

一
〜
九
月
の
中
国
の
対
米
衣
類
輸
出
の
対
前
年
同

期
比
、
六
八
・
九
％
よ
り
か
な
り
低
い
う
え
、
二

○
○
四
年
、
二
○
○
三
年
の
同
輸
出
の
対
前
年
比

の
二
三
・
四
％
、
二
二
・
五
％
よ
り
も
さ
ら
に
低

い
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
衣

類
輸
出
の
伸
び
は
、
自
由
化
前
の
値
よ
り
も
低
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●
先
進
国
の
責
務

中
国
の
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
向
け
衣
類
輸
出
の
伸

び
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と

す
る
他
の
衣
類
輸
出
発
展
途
上
国
の
参
入
の
余
地

が
増
え
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
二
○
○
五
年
中

も
一
定
程
度
の
成
長
を
維
持
し
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ハ
イ
チ
と
い
っ
た
国
々
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
一
年
間
は
苦
汁
を
飲
ん
だ
国
々
、

中
で
も
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
Ａ
Ｇ
Ｏ

Ａ
、
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
輸
入
促
進
措
置

を
含
ん
だ
コ
ト
ヌ
ー
協
定
を
き
っ
か
け
に
、
二
○

○
四
年
ま
で
に
実
現
し
た
よ
う
な
活
況
を
取
り
戻

す
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ

Ｕ
に
つ
い
て
は
中
国
と
の
間
で
数
量
制
限
を
残
し

て
い
る
も
の
の
、
最
貧
国
に
対
し
て
は
数
量
制
限

を
撤
廃
し
た
と
い
う
点
か
ら
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
の
目
標
８
達
成
に
向
け
た
改
善
と
い
う
意
味

で
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
全
く
触
れ
て
こ
な
か
っ
た

日
本
の
繊
維
・
衣
類
輸
入
国
と
し
て
の
側
面
に
つ

い
て
は
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
日
本
は
か
つ
て
同

品
目
の
主
要
な
輸
出
国
で
あ
っ
た
と
い
う
経
緯
も

あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
、
Ｅ
Ｕ

が
採
っ
た
よ
う
な
輸
入
数
量
制
限
を
衣
類
輸
入
に

対
し
て
課
し
て
は
こ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
Ｌ
Ｄ
Ｃ

に
は
一
般
特
恵
関
税
制
度
を
適
用
し
て
、
同
品
目

輸
入
の
関
税
を
免
除
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
形

式
的
に
は
文
句
の
つ
け
よ
う
の
な
い
制
度
を
取
り

続
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
ア
メ

リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
の
状
況
と
全
く
異
な
り
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
か

ら
の
衣
類
輸
入
が
殆
ど
な
い
。
二
○
○
五
年
一
〜

九
月
の
デ
ー
タ
で
は
、
日
本
の
衣
類
輸
入
の
八
一

・
四
％
が
中
国
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
二
位
以
下

は
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、

タ
イ
と
続
き
、
そ
れ
以
外
の
国
々
は
一
％
以
下
の

シ
ェ
ア
し
か
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
上
位
五
カ
国

だ
け
で
日
本
の
衣
類
輸
入
の
九
三
・
三
％
が
満
た

さ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
さ
え
国
連
の
定
義
で

は
Ｌ
Ｄ
Ｃ
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
日

本
へ
の
衣
類
輸
出
に
は
Ｌ
Ｄ
Ｃ
の
関
与
の
度
合
い

が
非
常
に
小
さ
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

実
情
と
し
て
日
本
の
衣
類
輸
入
に
お
い
て
は
、

日
本
の
小
売
り
あ
る
い
は
卸
売
り
業
者
が
中
国
の

工
場
に
発
注
し
、
仕
様
等
を
細
か
く
指
定
し
て
、

生
産
・
輸
入
す
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
実
際
上
、
日
本
で
衣

類
を
販
売
す
る
側
の
人
々
の
関
与
な
し
に
は
最
貧

国
か
ら
輸
入
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

日
本
人
が
定
着
し
て
生
産
に
関
わ
り
続
け
る
こ
と

の
難
し
い
最
貧
国
に
お
い
て
は
、
日
本
へ
の
輸
入

が
困
難
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
事

情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
他
の
先
進
国
は

斟
酌
し
て
く
れ
る
わ
け
で
な
く
、
た
だ
単
に
「
最

貧
国
か
ら
の
輸
入
が
少
な
い
」
と
い
う
現
象
を
捉

え
て
批
判
の
材
料
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
最
貧

国
支
援
と
い
う
文
脈
で
は
、
現
在
の
日
本
人
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
が
中
国
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
、
最
貧

国
の
多
い
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
実
施
し
、
輸
入
を

増
や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
や 

ま
が
た　

た
つ
ふ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

図 3　アメリカに対する サハラ以南アフリカからの縫製品輸出（対前年同月変化率：％）
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二
○
○
五
年
に
京
都
議
定
書
が
発
効
し
、
地
球

温
暖
化
問
題
は
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
。
こ
こ
で

は
京
都
議
定
書
発
効
前
後
の
温
暖
化
対
策
の
展
開

を
「
開
発
途
上
国
支
援
と
地
球
規
模
の
市
民
社

会
」
と
い
う
視
点
か
ら
ま
と
め
て
み
た
い
。

●
温
暖
化
問
題
と
開
発
途
上
国

地
球
温
暖
化
問
題
は
、
今
後
途
上
国
が
貧
困
削

減
を
進
め
て
い
く
上
で
直
面
す
る
環
境
制
約
の
最

も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
表
１
は
京
都
議
定
書
発

効
以
降
の
主
な
動
き
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

（
こ
れ
ら
の
事
項
は
主
と
し
て
『
朝
日
新
聞
』〔
主

に
東
京
版
〕
の
記
事
に
基
づ
く
）。
京
都
議
定
書

以
前
に
は
途
上
国
は
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
先
進

国
の
責
任
を
認
め
さ
せ
、
先
進
国
に
削
減
義
務
を

求
め
る
点
で
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
京
都
議
定

書
以
降
、
こ
の
議
定
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
仕
組
み

が
多
様
な
利
害
を
提
示
す
る
た
め
に
、
途
上
国
内

部
に
分
裂
が
生
じ
て
き
た
（
以
下
の
部
分
は
参
考

文
献
②
に
基
づ
く
）。
途
上
国
の
大
勢
は
基
本
的

に
温
暖
化
削
減
義
務
を
負
う
こ
と
に
は
反
対
で
あ

っ
た
。
石
油
輸
出
に
頼
る
産
油
国
は
む
し
ろ
二
酸

化
炭
素
の
厳
し
い
規
制
を
避
け
る
よ
う
に
行
動
し

て
き
た
。
し
か
し
一
九
九
八
年
一
二
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

４
で
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
よ
う
に
、
自
主
的
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
規
制
に
加
わ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
京
都
議
定
書
で
で
き
た
削
減
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

あ
る
排
出
量
取
引
、
共
同
実
施
、
ク
リ
ー
ン
開
発

メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
に
参
加
し
て
、
資
金
や

技
術
の
流
入
を
期
待
す
る
国
も
で
て
き
た
。
ま
た

中
国
や
イ
ン
ド
の
よ
う
な
大
国
の
政
治
的
影
響
力

は
大
き
い
の
に
対
し
て
、
温
暖
化
に
よ
る
国
土
浸

食
と
い
う
被
害
を
受
け
る
国
々
の
同
盟
（
小
島
嶼

国
連
合
＝
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
は
政
治
的
影
響
力
が
小

さ
い
な
が
ら
も
温
暖
化
交
渉
に
参
加
し
て
き
た
。

最
近
で
は
中
国
の
よ
う
な
国
で
も
環
境
制
約
を
考

慮
し
た
発
展
を
理
念
と
し
て
表
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ま
で
に
な
っ
て
い
る
（
表
１
参
照
）。

●
温
暖
化
問
題
を
捉
え
る
視
点

温
暖
化
問
題
は
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
不
確
実
性
、

被
害
の
多
面
性
、
影
響
を
受
け
る
社
会
の
多
様
性

と
い
う
点
で
、
注
意
深
い
分
析
を
要
す
る
問
題
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
の
が
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の

議
論
（
参
考
文
献
⑥
）
と
そ
れ
に
対
す
る
反
響
で

あ
る
。
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
は
非
常
に
単
純
な
最
適
経

済
成
長
の
モ
デ
ル
を
使
っ
て
温
暖
化
対
策
の
費
用

便
益
を
計
算
し
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
の
温
暖
化

対
策
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
の
費
用
と
の
対
応

関
係
を
明
確
に
し
よ
う
と
試
み
、
今
後
の
本
格
的

研
究
の
き
っ
か
け
を
作
ろ
う
と
し
た
（
参
考
文
献

⑦
参
照
）。
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
は
排
出
削
減
を
し
な

い
も
の
を
含
め
て
七
つ
の
ケ
ー
ス
の
消
費
割
引
現

在
価
値
を
求
め
て
い
る
。
排
出
に
対
す
る
規
制
な

し
の
基
準
ケ
ー
ス
に
比
べ
て
一
九
九
○
年
水
準

（
あ
る
い
は
そ
の
八
○
％
）
に
ま
で
安
定
化
さ
せ

る
ケ
ー
ス
、
一
・
五
度
以
下
の
気
温
上
昇
に
す
る

気
候
安
定
化
ケ
ー
ス
は
経
済
的
不
利
益
を
も
た
ら

し
非
常
に
大
き
な
コ
ス
ト
増
加
と
な
る
。
こ
れ
に

対
し
て
気
候
変
動
の
緩
和
に
経
済
的
効
率
性
の
面

で
最
適
な
政
策
を
導
入
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
抜

本
的
な
技
術
革
新
に
よ
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
温

暖
化
効
果
を
緩
和
す
る
ケ
ー
ス
は
、
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
な
い
が
、
純
利
益
が
得
ら
れ
る
。
ノ
ー
ド
ハ

ウ
ス
の
モ
デ
ル
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
世
界

経
済
へ
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
し
、
温

暖
化
抑
制
政
策
の
コ
ス
ト
は
抑
制
割
合
が
低
い
時

に
は
低
く
、
抑
制
割
合
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て

急
激
に
大
き
く
な
る
。
こ
の
理
由
は
温
室
効
果
ガ

ス
は
既
に
排
出
さ
れ
て
蓄
積
し
て
き
た
こ
と
、
温

室
効
果
ガ
ス
と
温
暖
化
の
関
係
は
非
線
型
関
係
に

あ
る
の
で
、
温
暖
化
抑
制
の
効
果
は
小
規
模
に
止

温
暖
化
問
題
│
地
球
市
民
社
会
の
課
題

特集／貧困削減─先進国に向けられる目

野
上
裕
生

特
集
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ま
る
こ
と
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑥
、
邦
訳
七
五
〜

九
五
ペ
ー
ジ
）。

地
球
温
暖
化
対
策
の
費
用
便
益
分
析
を
行
い
抑

制
効
果
は
小
さ
い
と
し
た
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の
議
論

は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
セ

ン
は
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
（
参
考

文
献
⑧
）。
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の
研
究
は
地
球
温
暖

化
に
対
し
て
何
も
し
な
い
と
い
う
現
状
維
持
に
対

し
て
マ
イ
ル
ド
な
批
判
を
行
う
と
と
も
に
、
排
出

水
準
の
安
定
化
を
求
め
る
議
論
に
対
す
る
厳
し
い

批
判
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
た
と
え
ノ
ー
ド

ハ
ウ
ス
の
計
算
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
な
お

重
要
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
現
在

の
社
会
の
状
況
が
適
切
に
分
析
の
中
で
記
述
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
に
と
っ
て

社
会
的
選
択
の
原
則
は
十
分
に
公
正
な
も
の
で
あ

る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の

モ
デ
ル
で
は
社
会
の
状
況
は
人
口
一
人
当
た
り
の

消
費
で
表
現
さ
れ
、
各
国
の
消
費
は
市
場
価
格
で

集
計
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
世
代
内
の
不
平
等
、

特
に
豊
か
な
国
と
貧
し
い
国
の
格
差
を
同
時
に
考

慮
し
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
先
進
国
の
生
産

者
が
環
境
資
源
に
依
存
し
て
経
済
活
動
を
し
て
い

る
一
方
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
西
・
中
央
ア
フ

リ
カ
の
よ
う
に
貧
し
い
国
、
小
国
が
深
刻
な
損
失

を
受
け
る
と
い
う
不
均
等
な
状
況
は
、
世
界
全
体

の
生
産
量
や
一
人
当
た
り
消
費
に
焦
点
を
当
て
る

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
側

面
を
明
ら
か
に
し
て
い
け
ば
温
暖
化
に
伴
う
政
治

的
交
渉
を
進
め
る
に
も
有
用
で
あ
ろ
う
。
ま
た
地

球
全
体
の
集
計
を
行
う
に
も
、
一
人
当
た
り
所
得

年月日 事項

2004 年 11 月 5日 ロシア・プーチン大統領京都議定書批准法に署名（2004 年 11 月 6日『朝日新聞』朝刊 1面）。

2005 年 2月 16 日 京都議定書発効（2005 年 2月 11 日『朝日新聞』朝刊 15面）。

2005 年 5 月 18 日 2005年度からの温室効果ガスの自主的排出権取引制度に34事業所参加決まる。環境省からの補助金26億円で省エネ事業（2005
年 5月 18 日『朝日新聞』夕刊 3面）。

2005 年 5月 26 日 環境省、2003 年度の日本の温室効果ガス 90年比 8.3%増加と発表（2005 年 5月 27 日『朝日新聞』朝刊 12面）。

2005 年 6 月 21 日 日本政策投資銀行、中国国家開発銀行と協力して中国での温暖化ガスの排出権取引事業強化（2005年6月21日『朝日新聞』朝刊）。

2005 年 7月 6日 英グレンイーグルスで主要国首脳会議（G8サミット）。G8と中国やインドなど途上国 6カ国が共同で取り組む地球温暖化対
策「グレンイーグルス行動計画」採択（数値目標や義務付けは伴わない）（2005 年 7月 10 日『朝日新聞』朝刊 3面）。

2005 年 7月 27 日 ブッシュ大統領、米国、日本、中国、韓国、インド、豪州の 6カ国が協力して温暖化問題に取り組む「アジア太平洋パートナ
ーシップ」の創設を発表（2005 年 7月 28 日『朝日新聞』夕刊 1面）。

2005 年 8 月 15 日 日揮、二酸化炭素排出権取引に参入発表（2005 年 8月 16 日『朝日新聞』朝刊 6面）。

2005 年 8 月 28 日 ニューヨークなど米東部 9州は発電所から排出される二酸化炭素の排出量を 2020 年までに現行水準より 10%削減することを
義務付けた州法の制定を目指すことで基本合意（2005 年 8月 29 日『朝日新聞』夕刊 2面より）。

2005 年 9 月 2 日 サントリー、温室効果ガスの排出権を獲得するために世界銀行が運営する「バイオ基金」など 2基金と契約締結（2005 年 9 月
2 日『朝日新聞』朝刊 11面）。

2005 年 10 月 11 日 中国共産党第 16 期中央委員会第 5回全体会議は 2006 年から 10 年までの「第 11 次 5カ年計画」の基本方針を採択し閉幕した。
現在にくらべてエネルギー消費量を今後 5年間に約 20%削減するという目標（2005 年 10 月 12 日『朝日新聞』朝刊 7面）。

2005 年 10 月 20 日
　

新日本製鉄と三菱商事は京都議定書に基づいて中国山東省にあるフロン製造大手企業の山東東岳化工から温室効果ガスの排出
権を獲得すると発表（2005 年 10 月 21 日『朝日新聞』朝刊 13面）。

2005 年 11 月 28 日 京都議定書締約国会合（COPMOP1）、カナダ・モントリオールで開かれる（2005 年 11 月 23 日『朝日新聞』朝刊 15面）。

2005 年 12 月 10 日 COPMOP1 モントリオール行動計画採択（2005 年 12 月 11 日『朝日新聞』朝刊、2005 年 12 月 11 日『毎日新聞』朝刊等を参照）。

表１　京都議定書発効前後の温暖化対策の展開

（出所）『朝日新聞』等の記事に基づいて筆者作成。
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の
格
差
に
応
じ
た
評
価
方
法
（
シ
ャ
ド
ウ
プ
ラ
イ

ス
）
を
使
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
地
球
温
暖

化
の
損
失
の
計
算
は
、
平
均
的
に
予
想
さ
れ
る

（
事
実
と
は
違
っ
た
仮
想
的
な
）
シ
ナ
リ
オ
か
ら

の
乖
離
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
地
球

温
暖
化
の
損
失
の
大
部
分
は
、
急
激
で
特
定
の
地

域
に
集
中
し
た
災
害
の
よ
う
な
形
で
起
こ
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
温
暖
化
の
影
響
の
平

均
的
な
生
産
量
や
消
費
量
に
対
す
る
影
響
だ
け
を

計
算
し
て
い
る
だ
け
で
は
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
は
、
温
暖
化
の
損
失
は
財
や
消
費
以
外
の

広
い
範
囲
の
生
活
水
準
全
般
、
た
と
え
ば
健
康
や

居
住
パ
タ
ー
ン
の
変
化
な
ど
に
も
強
く
表
れ
る
。

も
し
地
球
温
暖
化
問
題
の
決
め
手
に
な
る
よ
う
な

分
析
を
行
う
な
ら
、
生
活
全
体
の
問
題
が
売
買
さ

れ
て
い
る
財
の
統
計
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

も
っ
と
経
済
学
に
近
い
立
場
か
ら
の
批
判
も
あ

る
。
た
と
え
ば
ダ
ス
グ
プ
タ
は
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の

社
会
的
割
引
率
の
適
用
に
問
題
点
を
見
て
い
る

（
参
考
文
献
⑤
、pp.183-185

）。
理
想
的
な
社
会

で
は
消
費
利
子
率
が
投
資
の
私
的
収
益
率
に
等
し

く
、
こ
れ
が
投
資
の
社
会
的
割
引
率
に
一
致
す
る
。

ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
は
今
後
も
世
界
経
済
の
正
の
成
長

が
見
込
め
る
と
い
う
想
定
の
下
で
正
の
割
引
率
を

使
用
し
、
温
暖
化
の
将
来
の
損
失
を
低
く
割
り
引

い
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
将
来
の
産
出
量
が
低

下
し
て
い
く
な
ら
ば
、
む
し
ろ
負
の
割
引
率
を
使

っ
て
将
来
の
温
暖
化
の
損
失
を
現
在
の
費
用
に
比

較
し
て
大
き
く
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
な
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
経
済
学
の
議
論
を
正
し
く

用
い
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
の
損
失
を
も
っ
と
精
密

に
評
価
で
き
る
と
ダ
ス
グ
プ
タ
は
考
え
る
。
も
っ

と
も
、
割
引
率
が
低
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
将
来
の
収
益
を
低
く
割
り
引
く
こ
と
は
、

低
い
将
来
収
益
し
か
生
ま
な
い
非
生
産
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
許
容
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
持
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
現
実
の
不
完
全
な
経
済
で
は
消
費

利
子
率
、
投
資
の
私
的
収
益
率
、
投
資
の
社
会
的

割
引
率
の
均
等
関
係
も
成
立
し
な
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
も
有
功
な
指
針
を
出
せ
る
経
済
理
論
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
京
都
議
定
書
以
降
の
動
き

二
○
○
一
年
一
一
月
一
○
日
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
の
京
都
議
定
書
を
め
ぐ
る
気
候
変
動
枠

組
み
条
約
第
七
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
７
）
が

開
か
れ
、
議
定
書
の
運
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
基

本
的
合
意
が
成
立
し
た
（
二
○
○
一
年
一
一
月
一

○
日
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
）。
こ
の
中
で
は
途
上

国
支
援
と
し
て
、
特
別
気
候
変
動
基
金
、
途
上
国

の
温
暖
化
防
止
活
動
を
支
援
す
る
基
金
の
設
立
、

批
准
し
た
途
上
国
の
具
体
的
な
温
暖
化
適
応
事
業

を
支
援
す
る
京
都
議
定
書
適
応
基
金
の
設
立
、
議

定
書
を
批
准
す
る
先
進
国
が
資
金
支
援
へ
の
意
思

を
政
治
宣
言
で
表
明
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。

先
進
国
の
温
暖
化
対
策
と
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

先
進
的
な
試
み
を
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ

ス
は
二
○
○
一
年
か
ら
気
候
変
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
気
候
変
動
税
、
気
候
変
動
協
定
、
排
出
権
取
引

制
度
）
を
導
入
し
て
い
る
（
二
○
○
四
年
二
月
一

九
日
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
及
び
参
考
文
献
①
、
一

○
七
ペ
ー
ジ
参
照
）。
二
○
○
五
年
一
二
月
五
日

に
は
欧
州
連
合
欧
州
委
員
会
が
欧
州
一
五
カ
国
を

あ
わ
せ
た
二
○
一
○
年
時
点
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
に
つ
い
て
、
京
都
議
定
書
の
削
減
目
標
を
達

成
で
き
る
見
通
し
と
の
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る

（
二
○
○
五
年
一
二
月
六
日
『
東
京
新
聞
』
朝

刊
）。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
二
酸
化
炭
素
排

出
量
増
加
が
続
き
、
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
を

危
ぶ
む
見
方
も
あ
る
（
二
○
○
五
年
一
二
月
五
日

『
東
京
新
聞
』
夕
刊
な
ど
）。

●
新
し
い
課
題

京
都
議
定
書
や
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
よ
う

に
ル
ー
ル
や
目
標
を
定
め
、
自
ら
責
任
を
負
う
と

い
う
行
動
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
地
球
規
模
の
市

民
社
会
の
形
成
を
示
唆
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
温
暖
化
対
策
と
開
発
途
上
国
の
貧
困
削
減

と
い
う
問
題
に
限
っ
て
も
、
難
し
い
課
題
が
残
っ

て
い
る
。
第
一
は
目
標
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
場

合
の
対
応
で
あ
る
（
参
考
文
献
④
、
九
〜
一
三
ペ

ー
ジ
）。
温
暖
化
に
し
て
も
貧
困
削
減
に
し
て
も

市
場
経
済
を
基
本
と
す
れ
ば
、
国
際
機
関
や
政
府

が
負
っ
た
課
題
を
担
う
能
力
は
限
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
最
貧
国
が
排
出
削
減
義
務
を
負
わ
な
い
の
は

わ
か
る
と
し
て
も
、
途
上
国
の
中
に
は
経
済
成
長

を
達
成
し
て
き
た
国
も
あ
り
、
従
来
の
よ
う
に
途

上
国
が
先
進
国
の
責
任
を
追
及
す
る
と
い
う
だ
け

で
は
地
球
規
模
の
ル
ー
ル
作
り
は
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

第
二
は
様
々
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ル
ー
ル
の
間
の

調
整
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
貿
易
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
温
暖
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特集／貧困削減─先進国に向けられる目

化
対
策
は
京
都
議
定
書
、
途
上
国
支
援
と
開
発
協

力
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
と
い
う
地
球
規
模
の

ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
京
都
議
定

書
に
関
連
し
て
本
格
化
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
と

Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
と
の
間
に
は
多
く
の
未
解
決
の
対

立
点
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

③
）。第

三
は
目
標
設
定
期
間
を
越
え
た
長
期
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
京
都
議
定
書
は
二
○
○
八
年
か
ら

二
○
一
二
年
ま
で
の
第
一
約
束
期
間
に
お
け
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
国
別
排
出
削
減
目
標
を
決
め
て
い

る
（
参
考
文
献
①
、
一
○
一
ペ
ー
ジ
）。
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
は
二
○
一
五
年
ま
で
の
貧
困
削
減

目
標
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
温
暖
化
問
題
も
貧

困
削
減
も
、
こ
れ
ら
の
目
標
達
成
だ
け
で
解
決
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
二
○
○
五
年
一
一
月
二
八
日

か
ら
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
京
都
議
定

書
の
締
約
国
会
合
で
は
ア
メ
リ
カ
の
復
帰
、
現
在

削
減
義
務
の
な
い
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
途
上
国
の

動
向
、
削
減
義
務
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
国
に
対

す
る
罰
則
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
京
都
議
定
書
の
運

用
ル
ー
ル
、
さ
ら
に
議
定
書
が
対
象
に
し
て
い
な

い
二
○
一
三
年
以
降
の
期
間
の
対
応
な
ど
が
テ
ー

マ
に
な
っ
た
（
二
○
○
五
年
一
一
月
二
八
日
『
朝

日
新
聞
』
朝
刊
、
二
○
○
五
年
一
二
月
七
日
『
朝

日
新
聞
』
朝
刊
、
二
○
○
五
年
一
二
月
七
日
『
毎

日
新
聞
』
朝
刊
「
社
説
」
参
照
）。
結
局
、
全
て

の
国
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ル
ー
ル
を
構
築
す
る
に
は
信
頼
と
建
設
的
な
議
論

が
国
際
交
渉
の
場
で
交
わ
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
竹
内
敬
二
氏
の
指
摘
の
よ

う
に
、
温
暖
化
問
題
に
お
い
て
、
先
進
国
が
京
都

議
定
書
で
決
ま
っ
た
約
束
を
誠
実
に
、
そ
し
て
速

や
か
に
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
（
参
考
文

献
②
、
二
二
九
ペ
ー
ジ
）。

（
の 

が
み　

ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開

発
研
修
室
）

﹇
付
記
﹈
京
都
議
定
書
第
一
回
締
約
国
会
合
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ｏ
Ｐ
19
は
昨
年
一
二
月
一
○
日
、
議
定

書
の
対
象
範
囲
外
で
あ
る
二
○
一
三
年
以
降
の

先
進
国
の
温
暖
化
防
止
策
の
枠
組
み
を
二
○
○

六
年
か
ら
協
議
す
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
を

含
む
全
て
の
国
が
参
加
す
る
長
期
的
な
温
暖
化

対
策
に
つ
い
て
対
話
す
る
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

行
動
計
画
」
を
採
択
し
た
（
二
○
○
五
年
一
二

月
一
一
日
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
二
○
○
五
年

一
二
月
一
一
日
『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
等
を
参

照
）。
本
稿
は
二
○
○
五
年
一
二
月
七
日
時
点

ま
で
の
情
報
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
多
く
の

課
題
を
残
し
な
が
ら
も
、
京
都
議
定
書
以
降
の

枠
組
み
に
も
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
だ
と
評

価
で
き
る
だ
ろ
う
。

《
参
考
文
献
》

①
浅
岡
美
恵
「
脱
温
暖
化
に
向
け
て
日
本
に
で
き

る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と
│
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
大
綱
見
直
し
を
め
ぐ
っ
て
」（『
世
界
』
第
七

三
一
号
、
二
○
○
四
年
一
○
月
）。

②
竹
内
敬
二
「『
危
う
い
連
合
』
と
、
そ
の
終
焉

│
途
上
国
か
ら
み
た
温
暖
化
交
渉
」『
環
境
経

済
・
政
策
学
会
年
報
第
四
号
│
地
球
温
暖
化
へ

の
挑
戦
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
九
年
。

③
原
嶋
洋
平
「
地
球
温
暖
化
対
策
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー

ル
の
対
立
点
│
開
発
途
上
国
の
視
点
か
ら
」『
第

一
六
回
国
際
開
発
学
会
全
国
大
会
報
告
論
文

集
』
二
○
○
五
年
。

④
村
瀬
信
也
「
京
都
議
定
書
の
遵
守
問
題
と
新
た

な
国
際
レ
ジ
ー
ム
の
構
築
│
米
国
お
よ
び
途
上

国
を
含
め
た
代
替
レ
ー
ム
の
可
能
性
」（『
三
田

学
会
雑
誌
』
第
九
六
巻
第
二
号
、
二
○
○
三
年

七
月
）。

⑤D
asgupta, P., H

u
m

an
 W

ell-B
ein

g an
d the 

N
atu

ral E
n

viron
m

en
t, O

xford U
niversity 

Press, 2001.

⑥N
ordhaus,W

.D
., M

an
agin

g the G
lobal C

om
-

m
on

s: The E
con

om
ics of C

lim
ate C

han
ge, 

The M
IT Press, 1994

（
室
田
泰
弘
・
山
下
ゆ
か

り
・
高
瀬
香
絵
訳
『
地
球
温
暖
化
の
経
済
学
』

東
洋
経
済
新
報
社
、
二
○
○
二
年
）.

⑦R
othsw

ell, G
eoffrey, “B

ook R
eview

 on N
ord-

hous, M
an

agin
g the G

lobal C
om

m
on

s: The 

E
con

om
ics of C

lim
ate C

han
ge, ” Jou

rn
al of 

E
con

om
ic L

iteratu
re, Vol. X

X
X

IV, N
o. 2, 

1996.

⑧Sen,.A
., “E

nvironm
ental E

valuation and Social 

C
hoice, ” Ja

p
a

n
ese E

con
om

ic R
eview

, 

Vol.46, N
o.1, M

arch 1995, reprinted in A
. Sen, 

R
ation

ality an
d Freedom

, C
am

bridge, M
as-

sachusetts: B
elknap Press of H

arvard U
niver-

sity Press, 2002.

アジ研ワールド・トレンド No.125（2006．２）─2627─アジ研ワールド・トレンド No.125（2006．２）


